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1-1 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

電気通信設備工事施工管理基準 

 

 

この電気通信設備工事施工管理基準(以下、｢管理基準｣という。)は、電気通信設備工事共通仕

様書（令和2年3月） 第１編1-1-1-24「施工管理」に規定する電気通信設備工事の施工管理及び規

格値の基準を定めたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気通信設備工事施工管理基準 

 

 

この電気通信設備工事施工管理基準(以下、｢管理基準｣という。)は、電気通信設備工事共通仕

様書（令和3年3月） 第１編1-1-1-24「施工管理」に規定する電気通信設備工事の施工管理及び規

格値の基準を定めたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改定年月 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

出来形管理基準及び規格値 目次 

 

第5章 河川情報設備 

第2節 

河川情報中枢局

装置設置工 

＊  河川情報中枢局装置機

器製作工 

  4-4 

6-5-2-1  河川情報中枢局装置据

付 

  4-4 

第3節 

河川情報集中局

装置設置工 

＊  河川情報集中局装置機

器製作工 

 ＊河川情報中枢局

装置機器製作工 

4-4 

6-5-3-1  河川情報集中局装置据

付 

 6-5-2-1河川情報中

枢局装置据付 

4-4 

第4節 

統一河川情報シ

ステム装置設置

工 

＊  統一河川情報システム

装置機器製作工 

 ＊河川情報中枢局

装置機器製作工 

4-4 

6-5-4-1  統一河川情報システム

装置据付 

 6-5-2-1河川情報中

枢局装置据付 

4-4 

 

 

【共通編】 

第4章 共通設備工 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

３ 

電
気
通
信
設
備
工
事
共
通
編 

４ 

共
通
設
備
工 

16 

接
地
設
置
工 

９   

A種 及 び

B種 接 地

の 施 工

方法 

 

接地極の

埋設 

深さ：h 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

 

接地極

接地極
埋設地線

S

h

 

 

 

（ 0.75m 以

上） 

 

接地極相

互の 

離隔：S 

 

設計値以上 

10 

  

C種 及 び

D種 接 地

の 施 工

方法 

 

接地極の

埋設 

深さ：h 

 

接地極相

互の 

離隔：S 

 

設計値＋100mm 

 

 

 

 

設計値以上 

 

全数を測定 

  

（ 0.75m 以

上） 

 

 

 

 

 

 

出来形管理基準及び規格値 目次 

 

第5章 統一河川情報システム 

  

 

     

 

 

     
  

 

     
 

 

     
第2節 

統一河川情報シ

ステム装置設置

工 

＊  統一河川情報システム

装置機器製作工 

  4-4 

6-5-2-1  統一河川情報システム

装置据付 

  4-4 

 

 

【共通編】 

第4章 共通設備工 

出来形管理基準及び規格値 

 

 

 

 

 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

３ 

電
気
通
信
設
備
工
事
共
通
編 

４ 

共
通
設
備
工 

16 

接
地
設
置
工 

９   

A種 及 び

B種 接 地

の 施 工

方法 

 

接地極の

埋設 

深さ：h 

 

設計値以上 

 

全数を測定 

 

接地極

接地極
埋設地線

S

h

 

 

 

（ 0.75m 以

上） 

 

接地極相

互の 

離隔：S 

 

設計値以上 

10 

  

C種 及 び

D種 接 地

の 施 工

方法 

 

接地極の

埋設 

深さ：h 

 

 

 

接地極相

互の 

離隔：S 

 

設計値以上 

 

 

 

 

設計値以上 

 

全数を測定 

  

（ 0.75m 以

上） 

 

 

 

工事共通仕様書

との整合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気設備技術基

準の解釈第17条

に整合 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

【電気設備編】 

第2章 受変電設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

２ 

受
変
電
設
備 

２ 

特
別
高
圧
受
変
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

特 高 受

変 電 設

備 機 器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

４ 

  

特 高 受

変 電 設

備据付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された個所 

L２ 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：

H 

設計値 ±30mm 

３ 

高
圧
受
変
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

高 圧 受

変 電 設

備 機 器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

３ 

  

高 圧 受

変 電 設

備据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電気設備編】 

第2章 受変電設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

２ 

受
変
電
設
備 

２ 

特
別
高
圧
受
変
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

特 高 受

変 電 設

備 機 器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

v（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

４ 

  

特 高 受

変 電 設

備据付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された個所 

L２ 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：

H 

設計値 ±30mm 

３ 

高
圧
受
変
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

高 圧 受

変 電 設

備 機 器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

ｖ（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

３ 

  

高 圧 受

変 電 設

備据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

V⇒v 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

第 2 章 受変電設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

２ 

受
変
電
設
備 

４ 

低
圧
受
変
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

低 圧 受 変

電 設 備 機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

Ｖ（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

３ 

  

低 圧 受 変

電 設 備 据

付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

 

設計値 ±30mm 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

５ 

受
変
電
用
監
視
制
御
設
備
設
置
工 

＊ 

  

監 視 制 御

装 置 機 器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

Ｖ（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

監 視 制 御

装置据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

 

設計値 ±30mm 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 受変電設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

２ 

受
変
電
設
備 

４ 

低
圧
受
変
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

低 圧 受 変

電 設 備 機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

３ 

  

低 圧 受 変

電 設 備 据

付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

 

設計値 ±30mm 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

５ 

受
変
電
用
監
視
制
御
設
備
設
置
工 

＊ 

  

監 視 制 御

装 置 機 器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

監 視 制 御

装置据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

 

設計値 ±30mm 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第3章 電源設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

３ 

電
源
設
備 

２ 

発
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

発動発電設

備機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-040 

Ｖ（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

発動発電設

備据付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：H 設計値 ±30mm 

３ 

無
停
電
電
源
設
備
設
置
工 

＊ 

  

無停電電源

装置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

無停電電源

装置据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された個所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3章 電源設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

３ 

電
源
設
備 

２ 

発
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

発動発電設

備機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-040 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

発動発電設

備据付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：H 設計値 ±30mm 

３ 

無
停
電
電
源
設
備
設
置
工 

＊ 

  

無停電電源

装置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

無停電電源

装置据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された個所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第3章 電源設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

３ 

電
源
設
備 

４ 

直
流
電
源
設
備
設
置
工 

＊ 

  

直 流 電

源 装 置

機 器 製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完

了段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

直 流 電

源 設 備

据付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該

当 項 目 に 応

じ て 判 断 す

る） 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：

H 

設計値 ±30mm 

６ 

管
理
用
水
力
発
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

管 理 用

水 力 発

電 設 備

機 器 製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完

了段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

管 理 用

水 力 発

電 設 備

据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該

当 項 目 に 応

じ て 判 断 す

る） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された箇所 

L1 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3章 電源設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

３ 

電
源
設
備 

４ 

直
流
電
源
設
備
設
置
工 

＊ 

  

直 流 電

源 装 置

機 器 製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完

了段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

直 流 電

源 設 備

据付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該

当 項 目 に 応

じ て 判 断 す

る） 

 
L２ 

L１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：

H 

設計値 ±30mm 

６ 

管
理
用
水
力
発
電
設
備
設
置
工 

＊ 

  

管 理 用

水 力 発

電 設 備

機 器 製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完

了段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

管 理 用

水 力 発

電 設 備

据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該

当 項 目 に 応

じ て 判 断 す

る） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された箇所 

L1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-7 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第3章 電源設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

３ 

電
源
設
備 

７ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
設
備
設
置
工 

＊ 

  

太 陽 光 発

電 設 備 機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

太 陽 光 発

電 設 備 据

付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：H 設計値 ±30mm 

＊ 

  

風 力 発 電

設 備 機 器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

３ 

  

風 力 発 電

設備据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

 

設計値 ±30mm 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3章 電源設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

３ 

電
源
設
備 

７ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
設
備
設
置
工 

＊ 

  

太 陽 光 発

電 設 備 機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

太 陽 光 発

電 設 備 据

付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：H 設計値 ±30mm 

＊ 

  

風 力 発 電

設 備 機 器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

３ 

  

風 力 発 電

設備据付 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

 

設計値 ±30mm 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-8 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

 

第3章 電源設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

３ 

電
源
設
備 

７ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
設
備
設
置
工 

＊ 

  

燃 料 電 池

発 電 設 備

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

５ 

  

燃 料 電 池

発 電 設 備

据付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

    ：

L2 

設計値 ±30mm 

据付高さ：H 設計値 ±30mm 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3章 電源設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

３ 

電
源
設
備 

７ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
設
備
設
置
工 

＊ 

  

燃 料 電 池

発 電 設 備

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

５ 

  

燃 料 電 池

発 電 設 備

据付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判断

する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

    ：

L2 

設計値 ±30mm 

据付高さ：H 設計値 ±30mm 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-9 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第5章 地下駐車場電気設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

５ 

地
下
駐
車
場
電
気
設
備 

２ 

電
灯
設
備
設
置
工 

１ 

  

照 明 器 具

取付 

 

・ 天 井 面

取付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

 

 

L3 

L1 

L2 

は設計図面上で指定された箇所 
 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

    ：

L3 

設計値 ±30mm 

３ 

動
力
設
備
設
置
工 

１ 

  

動 力 設 備

取付 

 

据付位置：

Ｌ 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

 

 

L 
Ｈ 

FL 

は設計図面上で指定された箇所 

盤中心 

 

 

据付高さ：

Ｈ 

設計値 ±30mm 

４ 

放
送
設
備
設
置
工 

＊ 

  

放 送 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V(極粗級)による。 

 

全数を測定 

※汎用機器（PC・

サーバー類・モ

ニタ等）を除く 

 

工場製作完了段

階 

 
W

H

Ｄ

 

 

１ 

  

放送装置 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 L2

は設計図面上で指定された箇所

L1

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5章 地下駐車場電気設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

５ 

地
下
駐
車
場
電
気
設
備 

２ 

電
灯
設
備
設
置
工 

１ 

  

照 明 器 具

取付 

 

・ 天 井 面

取付 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

 

 

L3 

L1 

L2 

は設計図面上で指定された箇所 
 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

    ：

L3 

設計値 ±30mm 

３ 

動
力
設
備
設
置
工 

１ 

  

動 力 設 備

取付 

 

据付位置：

Ｌ 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

 

 

L 
Ｈ 

FL 

は設計図面上で指定された箇所 

盤中心 

 

 

据付高さ：

Ｈ 

設計値 ±30mm 

４ 

放
送
設
備
設
置
工 

＊ 

  

放 送 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

(極粗級)による。 

 

全数を測定 

※汎用機器（PC・

サーバー類・モ

ニタ等）を除く 

 

工場製作完了段

階 

 
W

H

Ｄ

 

 

１ 

  

放送装置 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 L2

は設計図面上で指定された箇所

L1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-10 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第5章 地下駐車場電気設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

５ 

地
下
駐
車
場
電
気
設
備 

８ 

自
動
火
災
報
知
設
備
設
置
工 

＊ 

  

自動火災

報知設備

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V( 極 粗 級 ) に よ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

W

H

D

 

 

１ 

  

自動火災

報知設備

設置 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：

H 

設計値 ±30mm 

９ 

駐
車
場
管
制
設
備
設
置
工 

＊ 

  

管理シス

テム機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V( 極 粗 級 ) に よ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

管理シス

テム設置 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5章 地下駐車場電気設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

５ 

地
下
駐
車
場
電
気
設
備 

８ 

自
動
火
災
報
知
設
備
設
置
工 

＊ 

  

自動火災

報知設備

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

(極粗級)による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

W

H

D

 

 

１ 

  

自動火災

報知設備

設置 

 

据付位置：

L1 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

    ：

L2 

 

設計値 ±30mm 

据付高さ：

H 

設計値 ±30mm 

９ 

駐
車
場
管
制
設
備
設
置
工 

＊ 

  

管理シス

テム機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ： Ｗ 

奥行： Ｄ 

高さ： Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

(極粗級)による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

１ 

  

管理シス

テム設置 

 

据付位置：

L1 

 

    ：

L2 

 

据付高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 

 

Ｈ 

L2 

は設計図面上で指定された個所 

L1 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第10章 共同溝附帯設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

10 

共
同
溝
附
帯
設
備 

２ 

共
同
溝
附
帯
設
備
設
置
工 

＊ 

  

防爆用

配線機

器製作

工 

 

・電動機

制御箱 

・分電盤 

・接続箱 

・開閉器 

・差込接

続器 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

W 

H 
D 

 

 

２ ２ 

 

可燃性

のガス

等の存

在する

場所の

低圧の

施設 

（ 防 爆

用 配

線 機

器 設

置） 

・電動機

制御箱 

・分電盤 

・接続箱 

・開閉器 

・差込接

続器 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

 

３ 

共
同
溝
引
込
設
備
設
置
工 

＊ 

  

盤類機器

製作工 

 

・照明盤 

・換気制

御盤 

・ポンプ

制御盤 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

W 

H 
D 

 

 

２ 

  

盤 類 設

置 

 

・照明盤 

・換気制

御盤 

・ポンプ

制御盤 

 

取 付 高

さ：Ｈ 

 

 

取 付 位

置：Ｌ 

 

設計値±30mm 

 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定  

H 

は設計図面上で指定された箇所 
Ｌ 

 

 

 

 

 

 

 

第10章 共同溝附帯設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

10 

共
同
溝
附
帯
設
備 

２ 

共
同
溝
附
帯
設
備
設
置
工 

＊ 

  

防爆用

配線機

器製作

工 

 

・電動機

制御箱 

・分電盤 

・接続箱 

・開閉器 

・差込接

続器 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（ 極 粗 級 ） に よ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

W 

H 
D 

 

 

２ ２ 

 

可燃性

のガス

等の存

在する

場所の

低圧の

施設 

（ 防 爆

用 配

線 機

器 設

置） 

・電動機

制御箱 

・分電盤 

・接続箱 

・開閉器 

・差込接

続器 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

 

３ 

共
同
溝
引
込
設
備
設
置
工 

＊ 

  

盤類機器

製作工 

 

・照明盤 

・換気制

御盤 

・ポンプ

制御盤 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（ 極 粗 級 ） に よ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

W 

H 
D 

 

 

２ 

  

盤 類 設

置 

 

・照明盤 

・換気制

御盤 

・ポンプ

制御盤 

 

取 付 高

さ：Ｈ 

 

 

取 付 位

置：Ｌ 

 

設計値±30mm 

 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定  

H 

は設計図面上で指定された箇所 
Ｌ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H H
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第10章 共同溝附帯設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

10 

共
同
溝
附
帯
設
備 

４ 

共
同
溝
照
明
設
備
設
置
工 

１ 

 

１ 

 

照明器

具取付 

(照明器

具) 

 

取 付 高

さ：H 

 

取 付 位

置：L1 

 

取 付 間

隔：L2 

 

設計値 ±50mm 

 

 

設計値 ±50mm 

 

 

設計値 ±100mm 

 

L2：全数を測定 

L1、H：施工延

長40mにつき1

ヶ所、施工延

長40m以下の

ものは１施工

箇所につき2

ヶ所 

L1 H

L2 L2

H1

H2

スイッチ

コンセント

 

 

 

２ 

 

照明器

具取付 

(スイッ

チ、コンセ

ント) 

 

取 付 高

さ：Ｈ１ 

 

取 付 高

さ：Ｈ２ 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

5台につき1ヶ

所 

５ 

共
同
溝
排
水
設
備
設
置
工 

＊ 

  

排水設

備機器

製作工 

・ポンプ制

御盤 

 

外 形 ・ 寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

W

H

D

 

 

 

１ 

 

１ 

 

排水ポン

プ据付 

(排水ポ

ンプ） 

 

取 付 位

置：L1 

 

取 付 位

置：L2 

 

 

設計値 ±50mm 

 

 

設計値 ±100mm 

 

全数を測定  

L 2 L 1 

は設計図面上で指定された個所 

排水ポンプ 

 

H 
盤の中心 

L 

は設計図面上で指定された箇所 
 

 

 

２ 

 

排水ポン

プ据付 

(ポンプ制

御盤) 

 

取 付 高

さ: Ｈ 

 

 

取 付 位

置：Ｌ 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

２ 

  

給排水

管敷設 

 

取 付 高

さ:Ｈ 

 

 

取 付 間

隔:Ｌ 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

施工延長40m

につき1ヶ所、

施工延長40m

以下のものは1

施工箇所につ

き2ヶ所 

L

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10章 共同溝附帯設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

10 

共
同
溝
附
帯
設
備 

４ 

共
同
溝
照
明
設
備
設
置
工 

１ 

 

１ 

 

照明器

具取付 

(照明器

具) 

 

取付高さ：

H 

 

取 付 位

置：L1 

 

取 付 間

隔：L2 

 

設計値 ±50mm 

 

 

設計値 ±50mm 

 

 

設計値 ±100mm 

 

L2：全数を測定 

L1、H：施工延

長40mにつき

1ヶ所、施工

延長40m以

下のものは

１施工箇所

につき2ヶ所 

L1 H

L2 L2

H1

H2

スイッチ

コンセント

 

 

 

２ 

 

照明器

具取付 

(スイッ

チ、コンセ

ント) 

 

取付高さ：

Ｈ１ 

 

取付高さ：

Ｈ２ 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

5台につき1ヶ

所 

５ 

共
同
溝
排
水
設
備
設
置
工 

＊ 

  

排水設

備機器

製作工 

・ポンプ制

御盤 

 

外 形 ・ 寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

W

H

D

 

 

 

１ 

 

１ 

 

排水ポン

プ据付 

(排水ポ

ンプ） 

 

取 付 位

置：L1 

 

取 付 位

置：L2 

 

 

設計値 ±50mm 

 

 

設計値 ±100mm 

 

全数を測定  

L 2 L 1 

は設計図面上で指定された個所 

排水ポンプ 

 

H 
盤の中心 

L 

は設計図面上で指定された箇所 
 

 

 

２ 

 

排水ポン

プ据付 

(ポンプ制

御盤) 

 

取付高さ: 

Ｈ 

 

 

取 付 位

置：Ｌ 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

２ 

  

給排水

管敷設 

 

取付高さ:

Ｈ 

 

 

取 付 間

隔:Ｌ 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

施工延長40m

につき1ヶ所、

施工延長40m

以下のものは1

施工箇所につ

き2ヶ所 

L

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第10章 共同溝附帯設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

10 

共
同
溝
附
帯
設
備 

６ 

共
同
溝
換
気
設
備
設
置
工 

＊ 

  

換 気 設 備

機 器 製 作

工 

・換 気 ファ

ン 仕 切

板 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

高さ ：Ｈ 

開口 ：φ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

φ
H

W  

 

１ 

  

換 気 フ ァ

ン取付 

 

取付位置：

Ｌ 

 

設計値 ±100mm 

 

全数を測定 
 

L

仕切板

換気ファン

 

 

＊ 

 

１ 

 

換 気 設 備

機 器 製 作

工 

( 静 圧 調

整板) 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

 

 

２ 

 

換 気 設 備

機 器 製 作

工 

(換 気 ファ

ン 遠 方 操

作盤)  

 

外形・寸法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行き：Ｄ 

高さ  ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

W

H

D

 

 

４ 

  

遠 方 操 作

盤据付 

 

取 付 高 さ：

Ｈ 

 

 

取付位置：

Ｌ 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

HL

盤の中心

は設計図面上で指定された箇所

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10章 共同溝附帯設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

10 

共
同
溝
附
帯
設
備 

６ 

共
同
溝
換
気
設
備
設
置
工 

＊ 

  

換 気 設 備

機 器 製 作

工 

・換 気 ファ

ン 仕 切

板 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

高さ ：Ｈ 

開口 ：φ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

φ
H

W  

 

１ 

  

換 気 フ ァ

ン取付 

 

取付位置：

Ｌ 

 

設計値 ±100mm 

 

全数を測定 
 

L

仕切板

換気ファン

 

 

＊ 

 

１ 

 

換 気 設 備

機 器 製 作

工 

( 静 圧 調

整板) 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

 

 

２ 

 

換 気 設 備

機 器 製 作

工 

(換 気 ファ

ン 遠 方 操

作盤)  

 

外形・寸法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行き：Ｄ 

高さ  ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

W

H

D

 

 

４ 

  

遠 方 操 作

盤据付 

 

取 付 高 さ：

Ｈ 

 

 

取付位置：

Ｌ 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

HL

盤の中心

は設計図面上で指定された箇所

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第12章 道路融雪設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

12 

道
路
融
雪
設
備 

２ 

道
路
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
備
設
置
工 

＊ 

  

凍結検知

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

W

H

Ｄ

 

 

２ 

  

凍結検知

装置据付 

 

設置位置：

L1 

 

：L2 

 

 

設置高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ て

判断する） 

L2

Ｈ

は設計図面上で指定された箇所

L1

 

 

４ 

  

ヒーティ

ングユニ

ット敷設 

 

外形・寸法 

 

埋設深さ：

h 

 

 

発 熱 線 ピ

ッチ 

 

設計図書による 

 

設計値 ±30mm 

JIS-C-3651 

 

設計値 ±5mm 

 

施工延長40mに

つき1ヶ所、施

工延長40m以下

のものは1施工

箇所につき2ヶ

所 

アスファルトコンクリート

アスファルトモルタル

アスファルト安定処理

発熱線
砕石路盤

車両通行路

h

 

ヒ
｜
テ
ィ
ン
グ
幅

ヒーティング長さ

ピッチ

スペーサー

ヒーティングケーブル

接続部（スリーブ圧着）

リードケーブル

操作盤へ  

 

３ 

道
路
消
雪
ポ
ン
プ
設
備
設
置
工 

＊ 

  

道路消雪

ポンプ盤

機器製作 

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

W

H

Ｄ

 

 

２ 

  

道路消雪

ポンプ盤

据付 

 

設置位置：

L1 

 

：L2 

 

 

設置高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ て

判断する） 

L2

Ｈ

は設計図面上で指定された箇所

L1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12章 道路融雪設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

４ 

電
気
設
備
編 

12 

道
路
融
雪
設
備 

２ 

道
路
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
備
設
置
工 

＊ 

  

凍結検知

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

W

H

Ｄ

 

 

２ 

  

凍結検知

装置据付 

 

設置位置：

L1 

 

：L2 

 

 

設置高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ て

判断する） 

L2

Ｈ

は設計図面上で指定された箇所

L1

 

 

４ 

  

ヒーティ

ングユニ

ット敷設 

 

外形・寸法 

 

埋設深さ：

h 

 

 

発 熱 線 ピ

ッチ 

 

設計図書による 

 

設計値 ±30mm 

JIS-C-3651 

 

設計値 ±5mm 

 

施工延長40mに

つき1ヶ所、施

工延長40m以下

のものは1施工

箇所につき2ヶ

所 

アスファルトコンクリート

アスファルトモルタル

アスファルト安定処理

発熱線
砕石路盤

車両通行路

h

 

ヒ
｜
テ
ィ
ン
グ
幅

ヒーティング長さ

ピッチ

スペーサー

ヒーティングケーブル

接続部（スリーブ圧着）

リードケーブル

操作盤へ  

 

３ 

道
路
消
雪
ポ
ン
プ
設
備
設
置
工 

＊ 

  

道路消雪

ポンプ盤

機器製作 

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

W

H

Ｄ

 

 

２ 

  

道路消雪

ポンプ盤

据付 

 

設置位置：

L1 

 

：L2 

 

 

設置高さ：

H 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

 

設計値 ±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ て

判断する） 

L2

Ｈ

は設計図面上で指定された箇所

L1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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【通信設備編】 

 

第2章 多重無線通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

２ 

多
重
無
線
通
信
設
備 

２ 

多
重
無
線
装
置
設
置
工 

＊ 

  

多重無

線装置

機器製

作工 

 

外形・寸

法 

 

幅 ：Ｗ 

 

 

4PSK装 置 設 計 図

書による 

 

設計値±4mm  注

1 

設計値±7mm  注

2 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

奥行：Ｄ 

 

設計値±4mm 

高さ：Ｈ 設計値±14mm 

 

注1：設計値が

260mmの場合 

注2：設計値が

520mmの場合 

 

外形・寸

法 

 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

16QAM,128QAM 装

置 設 計 図 書に よ

る 

 

JIS-B-0405 

V(極粗級)による 

１ 

  

多重無

線装置

据付 

 

据 付 位

置：Ｌ１ 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 

 

は設計図面上で指定された箇所 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

Ｈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通信設備編】 

 

第2章 多重無線通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

２ 

多
重
無
線
通
信
設
備 

２ 

多
重
無
線
装
置
設
置
工 

＊ 

  

多重無

線装置

機器製

作工 

 

外形・寸

法 

 

幅 ：Ｗ 

 

 

4PSK装 置 設 計 図

書による 

 

設計値±4mm  注

1 

設計値±7mm  注

2 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

奥行：Ｄ 

 

設計値±4mm 

高さ：Ｈ 設計値±14mm 

 

注1：設計値が

260mmの場合 

注2：設計値が

520mmの場合 

 

外形・寸

法 

 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

16QAM,128QAM 装

置 設 計 図 書 によ

る 

 

JIS-B-0405 v 

(極粗級)による 

１ 

  

多重無

線装置

据付 

 

据 付 位

置：Ｌ１ 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 

 

は設計図面上で指定された箇所 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

Ｈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第2章 多重無線通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

２ 

多
重
無
線
通
信
設
備 

４ 
 

監
視
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

監視制

御装置

機器製

作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 
H

W

機器

Ｄ

機器

 

 

１ 

  

監視制

御装置

据付 

 

据付位置 

：Ｌ1 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 
 

Ｌ２ 

 Ｌ１ 

Ｈ 
機器 

機器 

は設計図面上で指定された箇所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章 多重無線通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

２ 

多
重
無
線
通
信
設
備 

４ 
 

監
視
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

監視制

御装置

機器製

作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 
H

W

機器

Ｄ

機器

 

 

１ 

  

監視制

御装置

据付 

 

据付位置 

：Ｌ1 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 
 

Ｌ２ 

 Ｌ１ 

Ｈ 
機器 

機器 

は設計図面上で指定された箇所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第3章 衛星通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

３ 

衛
星
通
信
設
備 

２ 

衛
星
通
信
固
定
局
設
備
設
置
工 

＊ 

  

送受信装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V(極粗級)による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

１ 

  

送受信装

置据付 

 

据付位置 ：

Ｌ１ 

：

Ｌ２  

 

 

据付高さ ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項 目 に 応 じ

て 判 断 す

る） 

 

は設計図面上で指定された箇所 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

Ｈ 

 

 

＊ 

  

空中線機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

 

空中線直径：

Ｄ 

 

設計図書による。 

 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

 

 

工場製作完了

段階 

 

 Ｄ 

 

 

３ 

衛
星
通
信
車
載
局

設
備 

設
置
工 

＊ 

  

衛星通信

車載局設

備機器製

作工 

 

車両外形・寸

法 

 

設計図書による。 

 

全数を測定 

 

 

工場製作完了

段階 

 

図面の寸法表示箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3章 衛星通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

３ 

衛
星
通
信
設
備 

２ 

衛
星
通
信
固
定
局
設
備
設
置
工 

＊ 

  

送受信装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

(極粗級)による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

１ 

  

送受信装

置据付 

 

据付位置 ：

Ｌ１ 

：

Ｌ２  

 

 

据付高さ ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項 目 に 応 じ

て 判 断 す

る） 

 

は設計図面上で指定された箇所 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

Ｈ 

 

 

＊ 

  

空中線機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

 

空中線直径：

Ｄ 

 

設計図書による。 

 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

 

 

工場製作完了

段階 

 

 Ｄ 

 

 

３ 

衛
星
通
信
車
載
局

設
備 

設
置
工 

＊ 

  

衛星通信

車載局設

備機器製

作工 

 

車両外形・寸

法 

 

設計図書による。 

 

全数を測定 

 

 

工場製作完了

段階 

 

図面の寸法表示箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第4章 移動体通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

４ 

移
動
体
通
信
設
備 

２ 

移
動
体
通
信
装
置
設
置
工 

＊ 

  

基 地 局

装 置 機

器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

 

H

DW
 

 

１ 

  

基 地 局

装 置 据

付 

 

据付位置 

：

Ｌ1 

：

Ｌ2 

 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 

L1

L2

は設計図面上で指定された箇所
 

H

 

 

＊ 

  

移 動 局

装 置 機

器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

 

３ 

空
中
線
設
置
工 

１ 

  

空 中 線

据付 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設 計 値 ±λ ／ 2 

内 

 

全数を測定 

 

H 

H 

 

 

鉄塔の施

工図を参

照する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第4章 移動体通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

４ 

移
動
体
通
信
設
備 

２ 

移
動
体
通
信
装
置
設
置
工 

＊ 

  

基 地 局

装 置 機

器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

v（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

 

H

DW
 

 

１ 

  

基 地 局

装 置 据

付 

 

据付位置 

：

Ｌ1 

：

Ｌ2 

 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 

L1

L2

は設計図面上で指定された箇所
 

H

 

 

＊ 

  

移 動 局

装 置 機

器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

v（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

 

３ 

空
中
線
設
置
工 

１ 

  

空 中 線

据付 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±300mm 

 

全数を測定 

 

H 

H 

 

 

鉄塔の施

工図を参

照する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

実態との整合 
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第5章 テレメータ設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

２ 

テ
レ
メ
ー
タ
監
視
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

テレメー

タ監視局

装置機器

製作工 

 

 

外 形 ・ 寸

法 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

 

 Ｈ 機器 機器 

Ｗ Ｄ 

 

 

 

１ 

 

１ 
 

テレメー

タ監視局

装置据付 

（テレメ

ータ監視

局装置） 

 

据付位置 

：Ｌ1 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 
Ｌ２ 

 Ｌ１ 

機器 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

 

２ 

 

テレメー

タ監視局

装置据付 

（テレメ

ータ用空

中線） 

 

据付高

さ：Ｈ 

 

設 計 値 ± λ /2 

内 

 

全数を測定 

 

H 

H 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5章 テレメータ設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

２ 

テ
レ
メ
ー
タ
監
視
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

テレメー

タ監視局

装置機器

製作工 

 

 

外 形 ・ 寸

法 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

v（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

 

 Ｈ 機器 機器 

Ｗ Ｄ 

 

 

 

１ 

 

１ 
 

テレメー

タ監視局

装置据付 

（テレメ

ータ監視

局装置） 

 

据付位置 

：Ｌ1 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 
Ｌ２ 

 Ｌ１ 

機器 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

 

２ 

 

テレメー

タ監視局

装置据付 

（テレメ

ータ用空

中線） 

 

据付高

さ：Ｈ 

 

設計値±300mm 

 

全数を測定 

 

H 

H 

 

鉄塔の施

工図を参

照する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実態との整合 
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第7章 ヘリコプタ映像伝送設備 

出来形管理基準及び規格値    

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

７ 

ヘ
リ
コ
プ
タ
映
像
伝
送
設
備 

２ 

基
地
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

基 地 局

装 置 機

器 製 作

工 

 

 

外形・寸

法 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

H

DＷ
 

 

 

 

１ 

  

基 地 局

装 置 据

付 

 

 

据 付 位

置：Ｌ1 

 

：Ｌ2 

 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

 

L2

L1

H

は設計図面上で指定された箇所
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第7章 ヘリコプタ映像伝送設備 

出来形管理基準及び規格値    

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

７ 

ヘ
リ
コ
プ
タ
映
像
伝
送
設
備 

２ 

基
地
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

基 地 局

装 置 機

器 製 作

工 

 

 

外形・寸

法 

 

幅 ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

H

DＷ
 

 

 

 

１ 

  

基 地 局

装 置 据

付 

 

 

据 付 位

置：Ｌ1 

 

：Ｌ2 

 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

 

L2

L1

H

は設計図面上で指定された箇所
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第8章 電話交換設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

８ 

電
話
交
換
設
備 

２ 

自
動
電
話
交
換
装
置
設
置
工 

＊ 

  

自動電

話交換

機機器

製作工 

 

外形・寸

法 

 

幅   ：

Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

H

W

機器 機器

Ｄ
 

 

１ 

  

自 動 電

話 交 換

機 据 付

（ 電 子

式） 

 

据付位置 

：Ｌ1 

 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 
 

Ｌ２ 

 Ｌ１ 

Ｈ 
機器 

機器 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据 付 高

さ：Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第8章 電話交換設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

８ 

電
話
交
換
設
備 

２ 

自
動
電
話
交
換
装
置
設
置
工 

＊ 

  

自動電

話交換

機機器

製作工 

 

外形・寸

法 

 

幅   ：

Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

H

W

機器 機器

Ｄ
 

 

１ 

  

自 動 電

話 交 換

機 据 付

（ 電 子

式） 

 

据付位置 

：Ｌ1 

 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 
 

Ｌ２ 

 Ｌ１ 

Ｈ 
機器 

機器 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据 付 高

さ：Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第9章 有線通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

９ 

有
線
通
信
設
備 

２ 

総
合
Ｉ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
装
置
設
置
工 

＊ 

  

総合IPネ

ットワー

ク装置機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行  ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

２ 

  

総合IPネ

ットワー

ク装置据

付 

 

据付位置 

：Ｌ1 

 

：Ｌ2 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

 
Ｌ２ 

 Ｌ１ 

Ｈ 
機器 

機器 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

３ 

光
フ
ァ
イ
バ
線
路
監
視
装
置
設
置
工 

＊ 

  

線路監視

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

２ 

  

１ 

 

線路監視

装置据付 

（自立

架） 

 

据付位置：

Ｌ1 

 

：Ｌ2 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

 

H 

L1 

L2 

     は設計図面上で指定された箇所 
 

 

 

２ 

 

線路監視

装置据付 

（監視装

置・管理

装置） 

 

据付位置：

Ｌ1 

 

：Ｌ2 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

 

Ｈ 

ＰＣ L1 

L2 

は設計図面上で指定された箇所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第9章 有線通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

９ 

有
線
通
信
設
備 

２ 

総
合
Ｉ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
装
置
設
置
工 

＊ 

  

総合IPネ

ットワー

ク装置機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行  ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

Ｗ 

Ｈ 

Ｄ 

 

 

２ 

  

総合IPネ

ットワー

ク装置据

付 

 

据付位置 

：Ｌ1 

 

：Ｌ2 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

 
Ｌ２ 

 Ｌ１ 

Ｈ 
機器 

機器 

は設計図面上で指定された箇所 

 

 

３ 

光
フ
ァ
イ
バ
線
路
監
視
装
置
設
置
工 

＊ 

  

線路監視

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

２ 

  

１ 

 

線路監視

装置据付 

（自立

架） 

 

据付位置：

Ｌ1 

 

：Ｌ2 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

 

H 

L1 

L2 

     は設計図面上で指定された箇所 
 

 

 

２ 

 

線路監視

装置据付 

（監視装

置・管理

装置） 

 

据付位置：

Ｌ1 

 

：Ｌ2 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

 

Ｈ 

ＰＣ L1 

L2 

は設計図面上で指定された箇所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第10章 道路情報表示設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

10 

道
路
情
報
表
示
設
備 

２ 

道
路
情
報
表
示
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

制 御 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

 Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

１ 

  

制 御 装 置

据付 

 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

道
路
情
報
表
示
装
置
設
置
工 

＊ 

  

表 示 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

表 示 装 置

据付 

（ 表 示 装

置） 

 

据 付 高 さ 

Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

H

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

２ 

 

表 示 装 置

据付 

( 機 側 操

作盤） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10章 道路情報表示設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

10 

道
路
情
報
表
示
設
備 

２ 

道
路
情
報
表
示
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

制 御 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

 Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

１ 

  

制 御 装 置

据付 

 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

道
路
情
報
表
示
装
置
設
置
工 

＊ 

  

表 示 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

表 示 装 置

据付 

（ 表 示 装

置） 

 

据 付 高 さ 

Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

H

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

２ 

 

表 示 装 置

据付 

( 機 側 操

作盤） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第11章 河川情報表示設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

11 

河
川
情
報
表
示
設
備 

２ 

河
川
情
報
表
示
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

制 御 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

制 御 装 置

据付 

 

据 付 位

置 ：Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据 付 高

さ ：Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

河
川
情
報
表
示
装
置
設
置
工 

＊ 

  

表 示 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

表 示 装 置

据付 

( 表 示 装

置) 

 

据 付 高 さ 

Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

H

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

２ 

 

表 示 装 置

据 付 ( 機

側 操 作

盤) 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第11章 河川情報表示設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

11 

河
川
情
報
表
示
設
備 

２ 

河
川
情
報
表
示
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

制 御 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

制 御 装 置

据付 

 

据 付 位

置 ：Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据 付 高

さ ：Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

河
川
情
報
表
示
装
置
設
置
工 

＊ 

  

表 示 装 置

機 器 製 作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

表 示 装 置

据付 

( 表 示 装

置) 

 

据 付 高 さ 

Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

H

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

２ 

 

表 示 装 置

据 付 ( 機

側 操 作

盤) 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第12章 放流警報表示設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

12 

放
流
警
報
表
示
設
備 

２ 

放
流
警
報
表
示
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

制御装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

制御装置

据付 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

放
流
警
報
表
示
装
置
設
置
工 

＊ 

  

表示装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

表示装置

据付 

(表示装

置) 

 

据 付 高

さ : Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

H

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

２ 

 

表示装置

据付(機

側操作

盤) 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12章 放流警報表示設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

12 

放
流
警
報
表
示
設
備 

２ 

放
流
警
報
表
示
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

制御装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

制御装置

据付 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

放
流
警
報
表
示
装
置
設
置
工 

＊ 

  

表示装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

表示装置

据付 

(表示装

置) 

 

据 付 高

さ : Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

H

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

２ 

 

表示装置

据付(機

側操作

盤) 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第13章 トンネル防災設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

13 

ト
ン
ネ
ル
防
災
設
備 

２ 

ト
ン
ネ
ル
監
視
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

トンネル

監視制御

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

(PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

トンネル

監視制御

装置据付 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

付
属
設
備
操
作
制
御
装
置
設
置
工 

 

＊ 

  

付属設備

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

付属設備

据付 

（付属設

備操作制

御装置） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

：

Ｌ 2 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第13章 トンネル防災設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

13 

ト
ン
ネ
ル
防
災
設
備 

２ 

ト
ン
ネ
ル
監
視
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

トンネル

監視制御

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

(PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

トンネル

監視制御

装置据付 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

付
属
設
備
操
作
制
御
装
置
設
置
工 

 

＊ 

  

付属設備

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

付属設備

据付 

（付属設

備操作制

御装置） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

：

Ｌ 2 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第14章 非常警報設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

14 

非
常
警
報
設
備 

２ 

非
常
警
報
装
置
設
置
工 

＊ 

  

非常警

報制御

機機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

非常警

報制御

機据付 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

 

１ 

 

非常警

報主制

御装置

据付 

（自立

型） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

：Ｌ 2 

：

Ｌ 3 

：Ｌ 4 

 

据付高さ：

Ｈ 1 

：Ｈ 2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

２ 

 

非常警

報主制

御装置

据付 

(ポール

直付

型） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

５ 

 

１ 

 

非常警

報副制

御装置

据付 

（自立

型） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

：

Ｌ 2 

：

Ｌ 3 

：

Ｌ 4 

 

据付高さ：

Ｈ 1 

：

Ｈ 2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

第14章 非常警報設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

14 

非
常
警
報
設
備 

２ 

非
常
警
報
装
置
設
置
工 

＊ 

  

非常警

報制御

機機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

非常警

報制御

機据付 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

 

１ 

 

非常警

報主制

御装置

据付 

（自立

型） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

：Ｌ 2 

：

Ｌ 3 

：Ｌ 4 

 

据付高さ：

Ｈ 1 

：Ｈ 2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

２ 

 

非常警

報主制

御装置

据付 

(ポール

直付

型） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

５ 

 

１ 

 

非常警

報副制

御装置

据付 

（自立

型） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

：

Ｌ 2 

：

Ｌ 3 

：

Ｌ 4 

 

据付高さ：

Ｈ 1 

：

Ｈ 2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第15条 ラジオ再放送設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

２ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
設
置
工 

＊ 

  

受信空中

線機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

設計図書による 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

図面の寸法表示箇所 

 

1   

受信空中

線据付 

 

取付位置：

Ｌ 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

 

 

据付高さ：

Ｈ1 

 

設計値±30mm 

：Ｈ2 設計値±30mm 

：Ｈ3 設計値±30mm 

＊ 

  

ラジオ受

信装置機

器製作工 

 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

Ｈ

DＷ
 

 

３ 

  

ラジオ受

信装置据

付 

  

 

据 付 位

置 ：Ｌ1 

：Ｌ2 

：Ｌ3 

：Ｌ4 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

L1

L3

L4

は設計図面上で指定された箇所

L2

 

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第15条 ラジオ再放送設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

２ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
設
置
工 

＊ 

  

受信空中

線機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

設計図書による 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

図面の寸法表示箇所 

 

1   

受信空中

線据付 

 

取付位置：

Ｌ 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

 

 

据付高さ：

Ｈ1 

 

設計値±30mm 

：Ｈ2 設計値±30mm 

：Ｈ3 設計値±30mm 

＊ 

  

ラジオ受

信装置機

器製作工 

 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行：Ｄ 

高さ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

Ｈ

DＷ
 

 

３ 

  

ラジオ受

信装置据

付 

  

 

据 付 位

置 ：Ｌ1 

：Ｌ2 

：Ｌ3 

：Ｌ4 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

L1

L3

L4

は設計図面上で指定された箇所

L2

 

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-29 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第15章 ラジオ再放送設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

２ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
設
置
工 

＊ 

  

監視装置

(事務所)

機器製作

工 

 

・放送操

作卓 

・放送制

御架 

 

外 形 ・ 寸

法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

 

H

W D
 

 

H

DＷ
 

 

 

10 

 

  

監視装置

（事務

所）据付 

 

据 付 位

置：Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

L3

L1

設計図面上で指定された箇所

L2

L4

 

 
 

 

：Ｌ2 設計値±30mm 

：Ｌ3 設計値±30mm 

：Ｌ4 設計値±30mm 

 

 

据 付 高

さ：Ｈ1 

 

 

設計値±30mm 

：Ｈ2 設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第15章 ラジオ再放送設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

２ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
設
置
工 

＊ 

  

監視装置

(事務所)

機器製作

工 

 

・放送操

作卓 

・放送制

御架 

 

外 形 ・ 寸

法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（ PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

 

H

W D
 

 

H

DＷ
 

 

 

10 

 

  

監視装置

（事務

所）据付 

 

据 付 位

置：Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

L3

L1

設計図面上で指定された箇所

L2

L4

 

 
 

 

：Ｌ2 設計値±30mm 

：Ｌ3 設計値±30mm 

：Ｌ4 設計値±30mm 

 

 

据 付 高

さ：Ｈ1 

 

 

設計値±30mm 

：Ｈ2 設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-30 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第15章 ラジオ再放送設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

３ 

緊
急
放
送
装
置
設
置
工 

＊ 

  

割込制

御装置

機器製

作工 

 

外 形 ・ 寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設 計 図 書 に よ

る 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工 場 製 作 完

了段階 

 

H

DＷ
 

 

 

 

１ 

  

割込制

御装置

据付 

 

据 付 位

置：Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

放送
操作卓

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

H

 

 

 ：

Ｌ2 

設計値±30mm 

据 付 高

さ：Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第15章 ラジオ再放送設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

３ 

緊
急
放
送
装
置
設
置
工 

＊ 

  

割込制

御装置

機器製

作工 

 

外 形 ・ 寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設 計 図 書 に よ

る 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工 場 製 作 完

了段階 

 

H

DＷ
 

 

 

 

１ 

  

割込制

御装置

据付 

 

据 付 位

置：Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

放送
操作卓

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

H

 

 

 ：

Ｌ2 

設計値±30mm 

据 付 高

さ：Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H

CRT

W D

H

CRT

W D

モ ニ モ ニ



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-31 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第16章 トンネル無線補助設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

16 

ト
ン
ネ
ル
無
線
補
助
設
備 

２ 

ト
ン
ネ
ル
無
線
補
助
設
備
設
置
工 

＊ 

  

無線補

助装置

機器製

作工  

 

外形・寸法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了 

段階 H

DＷ  
 

 

１ 

  

無線補

助装置

据付 

 

据付位置：Ｌ

1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

 

H

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据付高さ：Ｈ 

 

設計値±30mm 

３ 

  

空中線

据付 

 

据付高さ：Ｈ 

 

設 計 値 ± λ ／ 2 

内 

 

全数を測定 

 

 

漏 洩 同 軸

ケ ー ブ ル

は 共 通 設

備による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第16章 トンネル無線補助設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

16 

ト
ン
ネ
ル
無
線
補
助
設
備 

２ 

ト
ン
ネ
ル
無
線
補
助
設
備
設
置
工 

＊ 

  

無線補

助装置

機器製

作工  

 

外形・寸法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

v（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了 

段階 H

DＷ  
 

 

１ 

  

無線補

助装置

据付 

 

据付位置：Ｌ

1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

 

H

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据付高さ：Ｈ 

 

設計値±30mm 

３ 

  

空中線

据付 

 

据付高さ：Ｈ 

 

設計値±300mm 

 

全数を測定 

 

 

漏 洩 同 軸

ケ ー ブ ル

は 共 通 設

備による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実態との整合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-32 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第17章 路側通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

17 

路
側
通
信
設
備 

２ 

路
側
通
信
中
央
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

路側制御

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

H

DＷ
 

 

１ 

  

路側制御

装置据付 

 

据付位置：

Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

H

 

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

路
側
通
信
端
末
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

空中線装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

設計図書による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

図面の寸法表示箇所 

 

３ 

  

空中線装

置据付 

 

据付位置：

Ｌ 

 

漏洩同軸長 > 1km 

±1m 以内 

 

漏洩同軸長 < 1km 

±0.5m 以内 

 

全数を測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第17章 路側通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

17 

路
側
通
信
設
備 

２ 

路
側
通
信
中
央
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

路側制御

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

H

DＷ
 

 

１ 

  

路側制御

装置据付 

 

据付位置：

Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

H

 

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

路
側
通
信
端
末
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

空中線装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

設計図書による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

図面の寸法表示箇所 

 

３ 

  

空中線装

置据付 

 

据付位置：

Ｌ 

 

漏洩同軸長 > 1km 

±1m 以内 

 

漏洩同軸長 < 1km 

±0.5m 以内 

 

全数を測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-33 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第17章 路側通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

17 

路
側
通
信
設
備 

３ 

路
側
通
信
端
末
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

案内標

識板機

器製作

工 

 

外形・寸

法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

H

DW  

 

５ 

  

案内標

識板据

付 

 

据 付 高

さ:Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

 

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

＊ 

  

機側操

作盤機

器製作

工 

 

外形・寸

法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

H

DＷ
 

 

６ 

  

機側操

作盤据

付 

 

据 付 高

さ:Ｈ 

 

設計値＋30mm 

 

全数を測定 

 

H

盤中心

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第17章 路側通信設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

17 

路
側
通
信
設
備 

３ 

路
側
通
信
端
末
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

案内標

識板機

器製作

工 

 

外形・寸

法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

H

DW  

 

５ 

  

案内標

識板据

付 

 

据 付 高

さ:Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

 

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

＊ 

  

機側操

作盤機

器製作

工 

 

外形・寸

法 

 

幅   ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

H

DＷ
 

 

６ 

  

機側操

作盤据

付 

 

据 付 高

さ:Ｈ 

 

設計値＋30mm 

 

全数を測定 

 

H

盤中心

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-34 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第18章 道路防災設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

18 

道
路
防
災
設
備 

２ 

交
通
遮
断
装
置
設
置
工 

＊ 

  

交通遮断

機機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

交通遮断

機据付 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

Ｈ

 

 

３ 

  

予告板・

標識等据

付 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

H

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

＊ 

  

交通信号

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

３ 

交
通
流
車
両
観
測
装
置
設
置
工 

＊ 

  

車両感知

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ １ 

 

車両感知

装置据付 

（ポール

直付型） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第18章 道路防災設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

18 

道
路
防
災
設
備 

２ 

交
通
遮
断
装
置
設
置
工 

＊ 

  

交通遮断

機機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

交通遮断

機据付 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

Ｈ

 

 

３ 

  

予告板・

標識等据

付 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

H

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

＊ 

  

交通信号

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

３ 

交
通
流
車
両
観
測
装
置
設
置
工 

＊ 

  

車両感知

装置機器

製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ １ 

 

車両感知

装置据付 

（ポール

直付型） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

誤字修正 
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第18章 道路防災設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

18 

道
路
防
災
設
備 

３ 

交
通
流
車
両
観
測
装

置
設
置
工 

１ 

２ 

 

車両感知

装置据付 

（感知

器） 

 

据 付 高 さ ：

Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

 

Ｈ

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

４ 

路
車
間
通
信
装
置
設
置
工 

＊ 

  

路車間通

信装置機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設 計 図 書 に よ

る。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

 

 

１ 

  

路車間通

信装置据

付 

 

・通信装

置 

・ビーコ

ン空 

中線 

 

据 付 高 さ ：

Ｈ 

 

離 隔 距 離 ：

Ｌ 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

通
信
装
置

H

ビーコン空中線

L

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第18章 道路防災設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

18 

道
路
防
災
設
備 

３ 

交
通
流
車
両
観
測
装

置
設
置
工 

１ 

２ 

 

車両感知装

置据付 

（感知器） 

 

据付高さ：Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

 

Ｈ

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

４ 

路
車
間
通
信
装
置
設
置
工 

＊ 

  

路車間通信

装置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設 計 図 書 に よ

る。 

 

JIS-B-0405 

v（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完

了段階 

 

 

 

１ 

  

路車間通信

装置据付 

 

・通信装置 

 

・ビーコン

空中線 

 

 

 

据付高さ：Ｈ1 

 

 

据付高さ：Ｈ2 

 

離隔距離：Ｌ 

 

 

 

設計値±30mm 

 

 

設計値＋100mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

 

通
信
装
置

H

ビーコン空中線

L

盤中心

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

ビーコン空中線

の空中線高を記

載 

規格値は建築限

界を侵さず、車

両感知器を準用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H2 

H1 
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第19章 施設計測・監視制御設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

19 

施
設
計
測
・
監
視
制
御
設
備 

２ 

路
面
凍
結
検
知
装
置
設
置
工 

＊ 

  

路面凍

結検知

装置機

器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

路面凍

結検知

装置据

付 

(センサ

ー部） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

Ｈ

 

 

建築限界

を遵守す

ること。   

 

２ 

 

路面凍

結検知

装置据

付 

（ポー

ル直付

型） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

３ 

 

路面凍

結検知

装置据

付 

（自立

型） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

：Ｌ 2 

：

Ｌ 3 

：

Ｌ 4 

 

据付高さ：

Ｈ 1 

：

Ｈ 2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第19章 施設計測・監視制御設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

19 

施
設
計
測
・
監
視
制
御
設
備 

２ 

路
面
凍
結
検
知
装
置
設
置
工 

＊ 

  

路面凍

結検知

装置機

器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

路面凍

結検知

装置据

付 

(センサ

ー部） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

Ｈ

 

 

建築限界

を遵守す

ること。   

 

２ 

 

路面凍

結検知

装置据

付 

（ポー

ル直付

型） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

３ 

 

路面凍

結検知

装置据

付 

（自立

型） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

：Ｌ 2 

：

Ｌ 3 

：

Ｌ 4 

 

据付高さ：

Ｈ 1 

：

Ｈ 2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-37 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第19章 施設計測・監視制御設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

19 

施
設
計
測
・
監
視
制
御
設
備 

３ 

積
雪
深
計
測
装
置
設
置
工 

＊ 

  

積雪深

計測装

置機器

製作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

積雪深

計測装

置据付 

(センサ

ー部） 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

Ｈ

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

２ 

 

積雪深

計測装

置据付 

(ポール直付

型） 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

３ 

 

積雪深

計測装

置据付 

（自立

型） 

 

据 付 位

置：Ｌ 1 

：Ｌ 2 

：Ｌ 3 

：Ｌ 4 

 

据 付 高

さ：Ｈ 1 

：Ｈ 2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第19章 施設計測・監視制御設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

19 

施
設
計
測
・
監
視
制
御
設
備 

３ 

積
雪
深
計
測
装
置
設
置
工 

＊ 

  

積雪深

計測装

置機器

製作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（ 極 粗 級 ） に よ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

積雪深

計測装

置据付 

(センサ

ー部） 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値＋100mm 

 

全数を測定 

Ｈ

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

２ 

 

積雪深

計測装

置据付 

(ポール直付

型） 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値±50mm 

 

全数を測定 

H

盤中心

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

３ 

 

積雪深

計測装

置据付 

（自立

型） 

 

据 付 位

置：Ｌ 1 

：Ｌ 2 

：Ｌ 3 

：Ｌ 4 

 

据 付 高

さ：Ｈ 1 

：Ｈ 2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第19章 施設計測・監視制御設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

19 

施
設
計
測
・
監
視
制
御
設
備 

４ 

気
象
観
測
装
置
設
置
工 

＊ 

  

気象観

測装置

機器製

作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

気象観

測装置

据付 

（屋内

型） 

 

据 付 位

置：Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据 付 高

さ：Ｈ 

設計値±30mm 

  

２ 

 

気象観

測装置

据付 

（屋外

型） 

 

据 付 位

置 ：Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 ：Ｌ 2 設計値±30mm 

：Ｌ 3 設計値±30mm 

：Ｌ 4 設計値±30mm 

据 付 高

さ ：Ｈ 1 

設計値±30mm 

：Ｈ 2 設計値±30mm 

５ 

強
震
計
測
装
置
設
置
工 

＊ 

  

強震計

測装置

機器製

作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

強震計

測装置

据付 

 

据 付 位

置：Ｌ 1 

：Ｌ 2 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 
L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第19章 施設計測・監視制御設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

19 

施
設
計
測
・
監
視
制
御
設
備 

４ 

気
象
観
測
装
置
設
置
工 

＊ 

  

気象観

測装置

機器製

作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（ 極 粗 級 ） に よ

る。 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

気象観

測装置

据付 

（屋内

型） 

 

据 付 位

置：Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据 付 高

さ：Ｈ 

設計値±30mm 

  

２ 

 

気象観

測装置

据付 

（屋外

型） 

 

据 付 位

置 ：Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て 判 断 す

る） 

H1

L1 L2

L3

L4

H2

 

 

建築限界

を遵守す

ること。 ：Ｌ 2 設計値±30mm 

：Ｌ 3 設計値±30mm 

：Ｌ 4 設計値±30mm 

据 付 高

さ ：Ｈ 1 

設計値±30mm 

：Ｈ 2 設計値±30mm 

５ 

強
震
計
測
装
置
設
置
工 

＊ 

  

強震計

測装置

機器製

作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（ 極 粗 級 ） に よ

る。 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

H

W Ｄ
 

 

１ 

  

強震計

測装置

据付 

 

据 付 位

置：Ｌ 1 

：Ｌ 2 

 

据 付 高

さ：Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 
L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第19章 施設計測・監視制御設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

19 

施
設
計
測
・
監
視
制
御
設
備 

７ 

路
面
冠
水
検
知
装
置
設
置
工 

＊ 

  

路面冠水

検知装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 
H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

路面冠水

検知装置

据付 

（路面冠

水検知装

置） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 
L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

 

２ 

 

路面冠水

検知装置

据付 

(センサ

ー部） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値＋30mm 

 

全数を測定 

H

車道面

センサー

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19章 施設計測・監視制御設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

５ 

通
信
設
備
編 

19 

施
設
計
測
・
監
視
制
御
設
備 

７ 

路
面
冠
水
検
知
装
置
設
置
工 

＊ 

  

路面冠水

検知装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による。 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による。 

 

全数を測定 

 

工 場 製 作 完 了

段階 
H

W Ｄ
 

 

１ 

 

１ 

 

路面冠水

検知装置

据付 

（路面冠

水検知装

置） 

 

据付位置：

Ｌ 1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（ 個 別 の 該 当

項 目 に 応 じ

て判断する） 
L2

L1

は設計図面上で指定された箇所

H

 

 

：Ｌ 2 設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

 

２ 

 

路面冠水

検知装置

据付 

(センサ

ー部） 

 

据付高さ：

Ｈ 

 

設計値＋30mm 

 

全数を測定 

H

車道面

センサー

 

 

建 築 限 界

を 遵 守 す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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【電子応用編】 

 

第3章 ダム・堰諸量設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

３ 

ダ
ム
・
堰
諸
量
設
備 

２ 

ダ
ム
・
堰
諸
量
装
置
設
置
工 

＊ 

  

ダム・堰諸

量装置機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  : Ｗ 

奥行  : Ｄ 

高さ : Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバー

類・モニタ等）を

除く 

 

工場製作完了

段階 

 

Ｈ 

Ｗ Ｄ 

機器 機器 

 

 

 

１ 

  

ダム・堰諸

量装置据

付 

 

据付位置 

：

Ｌ1 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 
Ｌ2 

 Ｌ1 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

機器 機器 

 

 

 

：

Ｌ2 

設計値±30mm 

 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電子応用編】 

 

第3章 ダム・堰諸量設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

３ 

ダ
ム
・
堰
諸
量
設
備 

２ 

ダ
ム
・
堰
諸
量
装
置
設
置
工 

＊ 

  

ダム・堰諸

量装置機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  : Ｗ 

奥行  : Ｄ 

高さ : Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバー

類・モニタ等）を

除く 

 

工場製作完了

段階 

 

Ｈ 

Ｗ Ｄ 

機器 機器 

 

 

 

１ 

  

ダム・堰諸

量装置据

付 

 

据付位置 

：

Ｌ1 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 
Ｌ2 

 Ｌ1 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所 

機器 機器 

 

 

 

：

Ｌ2 

設計値±30mm 

 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第4章 レーダ雨量計設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

４
レ
ー
ダ
雨
量
計
設
備 

２ 

全
国
合
成
処
理
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

全国合成

処理局装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

(極粗級)による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバー

類・モニタ等）を

除く 

 

工場製作完了

段階 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

 

１   

全国合成

処理局装

置据付 

 

据付位置：

Ｌ１ 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 

は設計図面上で指定された箇所 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

Ｈ 

 

 

 
：

Ｌ２ 

 

設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

監
視
制
御
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

監視制御

局装置機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

(極粗級)による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

１   

監視制御

局装置据

付 

 

据 付 位

置 ：Ｌ１ 

：Ｌ２ 

 

据 付 高 さ ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 

は設計図面上で指定された箇所 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

Ｈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第4章 レーダ雨量計設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

４
レ
ー
ダ
雨
量
計
設
備 

２ 

全
国
合
成
処
理
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

全国合成

処理局装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

(極粗級)による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバー

類・モニタ等）を

除く 

 

工場製作完了

段階 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

 

１   

全国合成

処理局装

置据付 

 

据付位置：

Ｌ１ 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 

は設計図面上で指定された箇所 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

Ｈ 

 

 

 
：

Ｌ２ 

 

設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

３ 

監
視
制
御
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

監視制御

局装置機

器製作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

(極粗級)による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

工場製作完了

段階 

 

Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

１   

監視制御

局装置据

付 

 

据 付 位

置 ：Ｌ１ 

：Ｌ２ 

 

据 付 高 さ ：

Ｈ 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 

は設計図面上で指定された箇所 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

Ｈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第5章 河川情報設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

５ 

河
川
情
報
設
備 

２ 

河
川
情
報
中
枢
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

河川情報

中枢局装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  : Ｗ 

奥行 : Ｄ 

高さ : Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（ PC ・ サ ー バ ー

類 ・モニタ等 ）を

除く 

 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

 Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

 

１ 

  

河川情報

中枢局装

置据付 

 

据付位置 

：

Ｌ1 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 

 

Ｌ２ 

 Ｌ１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所  

 

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 章 統一河川情報システム 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

５
統
一
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム 

２
統
一
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
装
置
設
置
工 

＊ 

  

統一河川

情報シス

テム装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  : Ｗ 

奥行 : Ｄ 

高さ : Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（ PC ・ サ ー バ ー

類 ・モニタ等 ）を

除く 

 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

 Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

 

１ 

  

統一河川

情報シス

テム装置

据付 

 

据付位置 

：

Ｌ1 

 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 

 

Ｌ２ 

 Ｌ１ 

Ｈ 

は設計図面上で指定された箇所  

 

 

 

：Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据付高さ：

Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通仕様書との

整合 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第6章 道路交通情報設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

６ 

道
路
交
通
情
報
設
備 

２ 

道
路
情
報
中
枢
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

道路情報

中枢局装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバー

類・モニタ等）を

除く 

 

工場製作完了

段階 

 

H

モニ タ

W D  

 

 

１ 

  

道路情報

中枢局装

置据付 

 

据 付 位

置 :Ｌ1 

:Ｌ2 

:Ｌ3 

:Ｌ4 

 

据 付 高

さ :Ｈ1 

:Ｈ2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個 別 の該 当 項

目 に応 じて判

断する） 

 

装置

L1

L3
ｺﾝｿｰﾙ

ﾓﾆﾀ

L4

は設計図面上で
指定された箇所

L2

H1

H2

モニタ

 

 

 

３ 

道
路
情
報
集
中
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

道路情報

集中局装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（ PC ・ サ ー バ ー

類 ・モニタ等 ） を

除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

 

１ 

  

道路情報

集中局装

置据付 

 

据 付 位

置 :Ｌ1 

:Ｌ2 

 

据付高

さ :Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個 別 の該 当 項

目 に応 じて判

断する） 

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

H

 

 

 

 

 

 

 

 

第6章 道路交通情報設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

６ 

道
路
交
通
情
報
設
備 

２ 

道
路
情
報
中
枢
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

道路情報

中枢局装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバー

類・モニタ等）を

除く 

 

工場製作完了

段階 

 

H

モニ タ

W D  

 

 

１ 

  

道路情報

中枢局装

置据付 

 

据 付 位

置 :Ｌ1 

:Ｌ2 

:Ｌ3 

:Ｌ4 

 

据 付 高

さ :Ｈ1 

:Ｈ2 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個 別 の該 当 項

目 に応 じて判

断する） 

 

装置

L1

L3
ｺﾝｿｰﾙ

ﾓﾆﾀ

L4

は設計図面上で
指定された箇所

L2

H1

H2

モニタ

 

 

 

３ 

道
路
情
報
集
中
局
装
置
設
置
工 

＊ 

  

道路情報

集中局装

置機器製

作工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※ 汎 用 機 器

（ PC ・ サ ー バ ー

類 ・モニタ等 ）を

除く 

 

工 場 製 作 完 了

段階 

 

 

１ 

  

道路情報

集中局装

置据付 

 

据 付 位

置 :Ｌ1 

:Ｌ2 

 

据付高

さ :Ｈ 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個 別 の該 当 項

目 に応 じて判

断する） 

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第7章 CCTV設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

７ 

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
設
備 

２ 

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
監
視
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

CCTV監視

制御装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工場製作完了段

階 

 

Ｗ Ｄ 

 Ｈ

 

 

 

１ 

  

CCTV監視

制御装置

据付 

 

据付位置 :

Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 

 Ｌ２ 

 Ｌ１ 

 Ｈ

 は設計図面上で指定された箇所  

 

 
:

Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据付高さ :

Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第7章 CCTV設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

７ 

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
設
備 

２ 

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
監
視
制
御
装
置
設
置
工 

＊ 

  

CCTV監視

制御装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバー

類・モニタ等）

を除く 

 

工場製作完了段

階 

 

Ｗ Ｄ 

 Ｈ

 

 

 

１ 

  

CCTV監視

制御装置

据付 

 

据付位置 :

Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当項

目に応じて判

断する） 

 

 

 Ｌ２ 

 Ｌ１ 

 Ｈ

 は設計図面上で指定された箇所  

 

 
:

Ｌ2 

 

設計値±30mm 

据付高さ :

Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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7章 CCTV設備 

出来形管理基準及び規格値  
編 章 節 条 

枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

７ 

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
設
備 

３ 

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
装
置
設
置
工 

＊ 

１ 

 

CCTV装置

機器製作

工 

(カメラ装

置） 

 

 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

 Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

 

 

 Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

２ 

 

CCTV装置

機器製作

工 

（機側装

置） 

１ １ 

 

CCTV装置

据付 

(カメラ装

置） 

 

 

据付高さ :

Ｈ1 

 

 

 

 

 

設計値±30mm以上 

 

 

 

全数を測定   カメラ装置 

 カメラボール 

 Ｈ１ 
 機側装置 

 Ｈ２ 

 

 

建築限界を

遵守するこ

と。 

２ 

 

CCTV装置

据付 

（機側装

置） 

 

据付高さ：

Ｈ2 

 

設計値±30mm以上 

 

 

 

全数を測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7章 CCTV設備 

出来形管理基準及び規格値  
編 章 節 条 

枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

７ 

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
設
備 

３ 

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
装
置
設
置
工 

＊ 

１ 

 

CCTV装置

機器製作

工 

(カメラ装

置） 

 

 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

 

全数を測定 

 

工場製作完了段

階 

 

 

 Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

 

 

 Ｈ

Ｗ Ｄ 

 

 

２ 

 

CCTV装置

機器製作

工 

（機側装

置） 

１ １ 

 

CCTV装置

据付 

(カメラ装

置） 

 

 

据付高さ :

Ｈ1 

 

 

 

 

 

設計値±30mm以上 

 

 

 

全数を測定   カメラ装置 

 カメラボール 

 Ｈ１ 
 機側装置 

 Ｈ２ 

 

 

建築限界を

遵守するこ

と。 

２ 

 

CCTV装置

据付 

（機側装

置） 

 

据付高さ：

Ｈ2 

 

設計値±30mm以上 

 

 

 

全数を測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第8章 水質自動監視設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

８ 

水
質
自
動
監
視
設
備 

２ 

水
質
自
動
監
視
装
置
設
置
工 

＊ 

 

 

水質自動

監視装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

H1

W1 D1

計測部

 

 

 

 

１ 

 

 

水質自動

監視装置

据付 

 

据付位置 :

Ｌ1 

:

Ｌ2 

     :

Ｌ3 

     :

Ｌ4 

 

   

据付高さ :

Ｈ1 

     :

Ｈ2 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 

L2

L3

は設計図面上で指定された箇所

L1

L4

計測部H1

指
示
記
録
部

H2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第8章 水質自動監視設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

８ 

水
質
自
動
監
視
設
備 

２ 

水
質
自
動
監
視
装
置
設
置
工 

＊ 

 

 

水質自動

監視装置

機器製作

工 

 

外形・寸法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

 

工場製作完了

段階 

 

H1

W1 D1

計測部

 

 

 

 

１ 

 

 

水質自動

監視装置

据付 

 

据付位置 :

Ｌ1 

:

Ｌ2 

     :

Ｌ3 

     :

Ｌ4 

 

   

据付高さ :

Ｈ1 

     :

Ｈ2 

 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

設計値±30mm 

 

 

 

設計値±30mm 

設計値±30mm 

 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じて

判断する） 

 

L2

L3

は設計図面上で指定された箇所

L1

L4

計測部H1

指
示
記
録
部

H2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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第9章 電話応答通報設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

９ 

電
話
応
答
通
報
設
備 

２ 

電
話
応
答
（
通
報
）
装
置
設
置
工 

＊ 

  

電話応答

（通報）

装置機器

製作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 

V（極粗級）によ

る 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 
 

ラック型 

 

 

卓上型 

 

 

１ 

  

電話応答

（通報）

装置据付 

 

据付位

置 :Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て判断す

る） 

 

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

 

H

 

 

 
:

Ｌ2 

設計値±30mm 

据付高

さ :Ｈ 

設計値±30mm 

 

 

第9章 電話応答通報設備 

出来形管理基準及び規格値 

編 章 節 条 
枝

番 
工 種 測定項目 規格値 測定基準 測定個所 摘要 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

９ 

電
話
応
答
通
報
設
備 

２ 

電
話
応
答
（
通
報
）
装
置
設
置
工 

＊ 

  

電話応答

（通報）

装置機器

製作工 

 

外形・寸

法 

 

幅  ：Ｗ 

奥行 ：Ｄ 

高さ ：Ｈ 

 

設計図書による 

 

JIS-B-0405 v 

（極粗級）による 

 

全数を測定 

※汎用機器

（PC・サーバ

ー類・モニタ

等）を除く 

 

工場製作完了

段階 
 

ラック型 

 

 

卓上型 

 

 

１ 

  

電話応答

（通報）

装置据付 

 

据付位

置 :Ｌ1 

 

設計値±30mm 

 

全数を測定 

（個別の該当

項目に応じ

て判断す

る） 

 

L1

L2

は設計図面上で
指定された箇所

 

H

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤字修正 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

電気通信設備工事施工管理基準 

 

品質管理基準及び規格値 目次 
 

【電子応用編】 

 

第5章 河川情報設備 

第2節 

河川情報中枢局装

置設置工 

6-5-2-2  河川情報中枢局装置

調整 

  8-11 

6-5-2-3  河川情報中枢局装置

総合調整 

 6-5-2-2河川情報中

枢局装置調整 

8-11 

第3節 

河川情報集中局装

置設置工 

6-5-3-2  河川情報集中局装置

調整 

 6-5-2-2河川情報中

枢局装置調整 

8-11 

第4節 

統一河川情報シス

テム装置設置工 

6-5-4-2 

 

 統一河川情報システ

ム装置調整 

 6-5-2-2河川情報中

枢局装置調整 

8-11 

6-5-4-3  統一河川情報システ

ム装置総合調整 

 6-5-2-2河川情報中

枢局装置調整 

8-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気通信設備工事施工管理基準 

 

品質管理基準及び規格値 目次 
 

【電子応用編】 

 

第5章 統一河川情報システム 

  

 

     

      

  

 

 

     

第4節 

統一河川情報シス

テム装置設置工 

6-5-2-2 

 

 統一河川情報システ

ム装置調整 

  8-11 

6-5-2-3  統一河川情報システ

ム装置総合調整 

  8-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通仕様書との

整合 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

【電気通信設備工事共通編】 

 

第3章 設備の耐震基準 

品質管理基準及び規格値 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 
試験成績表等

による確認 

３ 

電
気
通
信
設
備
工
事
共
通
編 

３ 

設
備
の
耐
震
基
準 

１ 

設
備
の
耐
震
据
付
基
準 

１ 

耐
震
施
工 

 

そ

の 

他 

かぶり厚・埋

設物測定 

穿孔長が100mm以内 

電磁誘導法 

 

穿孔長が100mmを超

えるま たは重要 構

造物の場合 

電磁波レーダ法 

 

なお、エックス線法

を使用 する場合 は

別途協議とする。 

穿孔位置のコンクリ

ートかぶり厚を満足

し埋設配管や鉄筋干

渉等がないこと 

現場施工確認

段階 

穿孔位置が構造

物の梁、柱と重

なる場合に実施

する。 

 

施工面の除去が

困難な仕上げ材

等は穿孔長に加

算する。 

打設位置が梁上

スラブ・柱・梁・

耐力壁・橋脚等

の重要構造物で

ある場合は、電

磁波レーダ法に

よる測定を実施

しなければなら

ない。 

か ぶ り 厚 ･埋

設物測定 

必

須 

穿孔径・深さ

の測定 
ノギスによる測定 

所定の穿孔径及び長

を満足すること 
全数 

施工面の除去が

困難な仕上げ材

等は穿孔長に加

算する。 

穿 孔 径 ･深 さ

の測定 

引張試験（引

張 荷 重 試 験

値） 

引張試験 

あと施工アンカーボ

ルトの引張荷重試験

値で加力して抜けな

いこと 

機器の固定用

全数 

新設アンカーボ

ルト 

アンカーボル

トの材質・規

格が耐震計算

書により選定

したものであ

ることを確認

する。 

引張試験（許

容引張力） 
引張試験 

あと施工アンカーボ

ルトの許容引張力（短

期荷重用）で加力して

抜けないこと 

機器の固定用

全数 

既設アンカーボ

ルト流用 

アンカーボル

トの材質・規

格が耐震計算

書により選定

したものであ

ることを確認

する。 

   

  

 

ア ン カ ー ボ

ル ト 締 付 け

ト ル ク の 測

定 

トルク レンチに よ

る締付 けトルク 測

定 

設計図書による 全数 

アンカーボルト

施工作業手順書

による。 

アンカーボル

ト締付けトル

クの測定 

【電気通信設備工事共通編】 

 

第3章 設備の耐震基準 

品質管理基準及び規格値 

 

 

 

 

 

 

 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 
試験成績表等

による確認 

３ 

電
気
通
信
設
備
工
事
共
通
編 

３ 

設
備
の
耐
震
基
準 

１ 

設
備
の
耐
震
据
付
基
準 

１ 

耐
震
施
工 

 

そ

の 

他 

かぶり厚・埋

設物測定 

穿孔長が100mm以内 

電磁誘導法 

 

穿孔長が100mmを超

える または重要 構

造物の場合 

電磁波レーダ法 

 

なお、エックス線法

を使 用する場合 は

別途協議とする。 

穿孔位置のコンクリ

ートかぶり厚を満足

し埋設配管や鉄筋干

渉等がないこと 

現場施工確認

段階 

穿孔位置が構造

物の梁、柱と重

なる場合に実施

する。 

 

施工面の除去が

困難な仕上げ材

等は穿孔長に加

算する。 

打設位置が梁上

スラブ・柱・梁・

耐力壁・橋脚等

の重要構造物で

ある場合は、電

磁波レーダ法に

よる測定を実施

しなければなら

ない。 

か ぶ り 厚 ･埋

設物測定 

必

須 

穿孔径・深さ

の測定 
ノギスによる測定 

所定の穿孔径及び長

を満足すること 
全数 

施工面の除去が

困難な仕上げ材

等は穿孔長に加

算する。 

穿 孔 径 ･深 さ

の測定 

引張試験（引

張 荷 重 試 験

値） 

引張試験 

あと施工アンカーボ

ルトの引張荷重試験

値で加力して抜けな

いこと 

有 資 格 者 施

工：１日に施

工された各種

ごとの１ロッ

トのなかから

３本以上 

有 資 格 者 以

外：機器の固

定用全数 

新設アンカーボ

ルト 

アンカーボル

トの材質・規

格が耐震計算

書により選定

したものであ

ることを確認

する。 

引張試験（許

容引張力） 
引張試験 

あと施工アンカーボ

ルトの許容引張力（短

期荷重用）で加力して

抜けないこと 

有 資 格 者 施

工：１日に施

工された各種

ごとの１ロッ

トのなかから

３本以上 

有 資 格 者 以

外：機器の固

定用全数 

既設アンカーボ

ルト流用 

アンカーボル

トの材質・規

格が耐震計算

書により選定

したものであ

ることを確認

する。 

   

  

 

ア ン カ ー ボ

ル ト 締 付 け

ト ル ク の 測

定 

トル クレンチに よ

る締 付けトルク 測

定 

設計図書による 全数 

アンカーボルト

施工作業手順書

による。 

アンカーボル

ト締付けトル

クの測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通仕様書のと

の整合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-3 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

第4章 共通設備工 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 
試験成績表等

による確認 

３ 

電
気
通
信
設
備
工
事
共
通
編 

４ 

共
通
設
備
工 

３ 

一
般
事
項 

４ 

各
種
設
備
等
の 

落
下
防
止 

 

必

須 

引 張 試 験

（短期荷重

用） 

引張試験 

あと施工アンカーボルトの

許容引張荷重（短期荷重用）

で加力して抜けないこと 

アンカーボル

トの規格、施

工面（壁面・天

井）、施工班、

施 工 日 毎 に

3％（最低3本）

以上 

落 下 防 止

ワ イ ヤ ー

ロ ー プ 取

付用 

アンカーボ

ルトの材

質・規格が

耐震計算書

により選定

したもので

あることを

確認する。 

４ 

共
通
事
項 

４ 

器
材
の
落
下 

防
止 

 

必

須 

引張試験

（長期荷重

用） 

引張試験 

あと施工アンカーボルトの

許容引張荷重（長期荷重

用）で加力して抜けないこ

と 

アンカーボル

トの規格、施

工面（壁面・

天井）、施工

班、施工日毎

に3％（最低3

本）以上 

器材取付

用 

アンカーボ

ルトの材

質・規格が

耐震計算書

により選定

したもので

あることを

確認する。 

５ 

配
管
・
配
線
工 

８ 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
端
末
処
理 

 

必

須 

縁耐電圧試

験 

高圧ケーブ

ルなどの端

末処理 

電気設備の技術

基準の解釈 第

15条 

線間 

最大使用電圧の1.5倍の交流

電圧、10分間 

現場施工完了

段階 

  

絶縁抵抗試

験 

ビニール外

装ケーブル

などの端末

処理 

JEM1021 

線間及び対地間 

 100V級、200V級、400V級の

低圧回路 

  500V絶縁抵抗計にて 5M

Ω以上 

 100V級未満の低圧電路 

  100又は125V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

電話電線路 

  25V又は 50V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

現場施工完了

段階 

  

絶縁抵抗試

験 

弱電流用ケ

ーブルなど

の端末処理 

JEM1021 

線間及び対地間 

 100V級、200V級、400V級の

低圧回路 

  500V絶縁抵抗計にて 5M

Ω以上 

 100V級未満の低圧電路 

  100又は125V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

電話電線路 

  25V又は 50V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

現場施工完了

段階 

  

７ 

通
信
配
線
工 

４ 

通
信
ケ
ー
ブ
ル 

接
続 

 

必

須 

絶縁抵抗試

験 
JEM1021 

線間及び対地間 

 100V級、200V級、400V級の

低圧回路 

  500V絶縁抵抗計にて 5M

Ω以上 

 100V級未満の低圧電路 

  100又は125V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

電話電線路 

  25V又は 50V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

現場施工完了

段階 
 ○ 

 

 

 

第4章 共通設備工 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 
試験成績表等

による確認 

３ 

電
気
通
信
設
備
工
事
共
通
編 

４ 

共
通
設
備
工 

３ 

一
般
事
項 

４ 

各
種
設
備
等
の 

落
下
防
止 

 

必

須 

引 張 試 験

（短期荷重

用） 

引張試験 

あと施工アンカーボルトの

許容引張荷重（短期荷重用）

で加力して抜けないこと 

アンカ ーボル

トの規 格、施

工面（壁面・天

井）、施工班、

施 工 日 毎 に

3％（最低3本）

以上 

 

アンカーボ

ルトの材

質・規格が

耐震計算書

により選定

したもので

あることを

確認する。 

４ 

共
通
事
項 

４ 

器
材
の
落
下 

防
止 

 

必

須 

引張試験

（長期荷重

用） 

引張試験 

あと施工アンカーボルトの

許容引張荷重（長期荷重

用）で加力して抜けないこ

と 

アンカーボル

トの規格、施

工面（壁面・

天井）、施工

班、施工日毎

に3％（最低3

本）以上 

器材取付

用 

アンカーボ

ルトの材

質・規格が

耐震計算書

により選定

したもので

あることを

確認する。 

５ 

配
管
・
配
線
工 

８ 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
端
末
処
理 

 

必

須 

縁耐電圧試

験 

高圧ケーブ

ルなどの端

末処理 

電気設備の技術

基準の解釈 第

15条 

線間 

最大使用電圧の1.5倍の交流

電圧、10分間 

現場施工完了

段階 

  

絶縁抵抗試

験 

ビニール外

装ケーブル

などの端末

処理 

JEM1021 

線間及び対地間 

 100V級、200V級、400V級の

低圧回路 

  500V絶縁抵抗計にて 5M

Ω以上 

 100V級未満の低圧電路 

  100又は125V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

電話電線路 

  25V又は 50V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

現場施工完了

段階 

  

絶縁抵抗試

験 

弱電流用ケ

ーブルなど

の端末処理 

JEM1021 

線間及び対地間 

 100V級、200V級、400V級の

低圧回路 

  500V絶縁抵抗計にて 5M

Ω以上 

 100V級未満の低圧電路 

  100又は125V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

電話電線路 

  25V又は 50V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

現場施工完了

段階 

  

７ 

通
信
配
線
工 

４ 

通
信
ケ
ー
ブ
ル 

接
続 

 

必

須 

絶縁抵抗試

験 
JEM1021 

線間及び対地間 

 100V級、200V級、400V級の

低圧回路 

  500V絶縁抵抗計にて 5M

Ω以上 

 100V級未満の低圧電路 

  100又は125V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

電話電線路 

  25V又は 50V絶縁抵抗計

にて5MΩ以上 

現場施工完了

段階 
 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通仕様書との

整合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-4 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

第4章 共通設備工 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

３ 

電
気
通
信
設
備
工
事
共
通
編 

４ 

共
通
設
備
工 

11
分
電
盤
設
置
工 

１ 

自
立
型
分
電
盤
取
付 

 

必

須 

絶 縁 抵 抗 試

験 
JIS-C-4620 

主回路―大地間 

低圧回路  

 500V 絶 縁 抵 抗 計 に て 

5MΩ以上 

制御回路  

 500V 絶 縁 抵 抗 計 に て 

5MΩ以上 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

絶 縁 耐 電 圧

試験 
JIS-C-4620 

低圧回路－大地間 

 100V以上の回路  

1000V １分間 

 150Vを超える回路  

1500V １分間 

 300Vを超える回路  

2E+1000V １分間 

(E:使用電圧) 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

漏 電 遮 断 器

動 作 特 性 試

験 

試験用ボタンにより動

作を確認する。 

定格感度電流で 100mS以

下 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

16 

接

地

設

置

工 

１ 

接
地
線 

 

必

須 

接 地 抵 抗 測

定 

電気設備の技術基準の

解釈 

第17条 

Ａ種：10Ω以下 

Ｂ種：一線地絡電流で150

を除した値 

Ｃ種：10Ω以下 

Ｄ種：100Ω以下 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第4章 共通設備工 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

３ 

電
気
通
信
設
備
工
事
共
通
編 

４ 

共
通
設
備
工 

11
分
電
盤
設
置
工 

１ 

自
立
型
分
電
盤
取
付 

 

必

須 

絶 縁 抵 抗 試

験 
JIS-C-4620 

主回路―大地間 

低圧回路  

 500V 絶 縁 抵 抗 計 に て 

5MΩ以上 

制御回路  

 500V 絶 縁 抵 抗 計 に て 

5MΩ以上 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

絶 縁 耐 電 圧

試験 
JIS-C-4620 

低圧回路－大地間 

 100V以上の回路  

1000V １分間 

 150Vを超える回路  

1500V １分間 

 300Vを超える回路  

2E+1000V １分間 

(E:使用電圧) 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

漏 電 遮 断 器

動 作 特 性 試

験 

試験用ボタンにより動

作を確認する。 

定格感度電流で 100mS以

下 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

16 

接

地

設

置

工 

１ 

接
地
線 

 

必

須 

接 地 抵 抗 測

定 

電気設備の技術基準の

解釈 

第17条 

Ａ種：10Ω以下 

Ｂ種：一線地絡電流で150

を除した値 

Ｃ種：10Ω以下 

Ｄ種：100Ω以下 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

16

避

雷

設

備

の

設

置 

 

必

須 

設 置 抵 抗 測

定 
JIS-A-4201 

・避雷設備の総合接地抵

抗は10Ω以下とする。 

・各引下げ導線の単独接

地抵抗は50Ω以下とす

る。 

現 場 施 工 完 了

段階 

・被保護物の基

礎 の 接 地 抵 抗

が5Ω以下の場

合、接地極を省

略しても良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通仕様書との

整合 

避雷設備の設置

について明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-5 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

【通信設備編】 

第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

２ 

テ
レ
メ
ー
タ
監
視
局
装
置
設
置
工 

２ 
 

テ
レ
メ
ー
タ
監
視
局
装
置
調
整 

 

１ 

テ
レ
メ
ー
タ
監
視
局
装
置 

 

必

須 

ス プ リ ア ス

感度 

アンテナ接続部にスプ

リアス（相当）信号を入

力し確認する。 

-80dB以下（ 70MHz帯） 

-70dB 以 下 

 (400MHz帯) 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

受 信 入 力 電

圧、 

S／N比 

アンテナ接続部及び受

信部に測定器を接続し

受信入力電圧及び 

S／N比を測定し確認す

る。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

送 信 機 入 力

レベル 

送信機入力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 出 力

レベル 

受信機出力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

呼出の機能 
操作盤にて呼出機能を

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

復帰の機能 
アラーム復帰機能を確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

警 報 音 断 の

機能 

警報音断の機能を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

通話機能 
対向先との通話機能を

確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

操作・表示部

動作機能 

操作・表示部が正常に動

作する事を確認する。 

 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

印字機能 
印字が正常に出力され

ることを確認する。 

 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

中継起動、停

止 

制御機能 

中継起動・停止、中継状

態表示機能を確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

中 継 局 が 設 置

さ れ て い る 場

合。 

 

デ ー タ の 表

示機能 

受信データが正常に表

示されることを確認す

る。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

総 合 動 作 試

験 

上記の各機能項目が入

力元、配信先の各システ

ムと連携し正しく機能

することを確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

【通信設備編】 

第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

２ 

テ
レ
メ
ー
タ
監
視
局
装
置
設
置
工 

２ 
 

テ
レ
メ
ー
タ
監
視
局
装
置
調
整 

 

１ 

テ
レ
メ
ー
タ
監
視
局
装
置 

 

必

須 

ス プ リ ア ス

感度 

アンテナ接続部にスプ

リアス（相当）信号を入

力し確認する。 

-80dB以下（ 70MHz帯） 

-70dB 以 下 

 (400MHz帯) 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

受 信 入 力 電

圧、 

S／N比 

アンテナ接続部及び受

信部に測定器を接続し

受信入力電圧及び 

S／N比を測定し確認す

る。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

送 信 機 入 力

レベル 

送信機入力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 出 力

レベル 

受信機出力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

呼出の機能 
操作盤にて呼出機能を

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

復帰の機能 
アラーム復帰機能を確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

警 報 音 断 の

機能 

警報音断の機能を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

通話機能 
対向先との通話機能を

確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

操作・表示部

動作機能 

操作・表示部が正常に動

作する事を確認する。 

 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

印字機能 
印字が正常に出力され

ることを確認する。 

 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

中継起動、停

止 

制御機能 

中継起動・停止、中継状

態表示機能を確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

中 継 局 が 設 置

さ れ て い る 場

合。 

 

デ ー タ の 表

示機能 

受信データが正常に表

示されることを確認す

る。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

消 費 電 流 測

定 

装置の消費電流を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

総 合 動 作 試

験 

上記の各機能項目が入

力元、配信先の各システ

ムと連携し正しく機能

することを確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

国電通仕21号,27

号,54号では「消

費電流」と規定 
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第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

３ 

テ
レ
メ
ー
タ
中
継
局
装
置
設
置
工 

２ 

中
継
局
装
置
調
整 

 

１ 

中
継
局
装
置 

必

須 

送信出力 

アンテナ接続部に電力

計を接続して送信出力

を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完

了段階 

現 場 施 工 完

了段階 

  

送信周波数 

アンテナ接続部に測定

器を接続して送信周波

数を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完

了段階 

現 場 施 工 完

了段階 

  

送 信 周 波 数

許容偏差 

上記、送信周波数測定

値より偏差値を算出し

確認する。 

±5×10－6以内（ 70MHz帯） 

±3×10－6以内（400MHz帯） 

工 場 製 作 完

了段階 

現 場 施 工 完

了段階 

  

ス プ リ ア ス

発射強度 

アンテナ接続部に測定

器を接続してスプリア

スを測定し確認する。 

（70MHz帯） 1mW以下、か

つ基本周波数の平均電力

より60dB以上低いこと。た

だし、送信電力1W以下の場

合は100μW以下。 

(400MHz帯) 2.5μW以下、

ただし送信電力 1W以下の

場合は25μW以下。 

工 場 製 作 完

了段階 

現 場 施 工 完

了段階 

規格値は、帯

域外領域にお

ける不要発射

強度を示す。 

 

最 大 周 波 数

偏移 

アンテナ接続部に測定

器を接続して周波数を

測定し、測定値より偏

移 値 を 算 出 し 確 認 す

る。 

±5.0kHz以内（ 70MHz帯） 

±2.5kHz以内（400MHz帯） 

工 場 製 作 完

了段階 

現 場 施 工 完

了段階 

  

変調入力 

1kHz,70 ％ 変 調 時 の 入

力レベルを測定し確認

する。 

－4dBm±3dB以内 

（1kHz70％まで直線、70％

変調時） 

工 場 製 作 完

了段階 

現 場 施 工 完

了段階 

  

受信感度 

受 信 部 に 受 信 周 波 数

（相当）信号を入力し

確認する。 

20dBNQ法で3dBμ以下 

（70MHz帯） 

12dBSINAD法で2dBμ以下 

（400MHz帯） 

工 場 製 作 完

了段階 
  

局発周波数 

局発部に測定器を接続

して周波数を測定し確

認する。 

±5×10－6以内（ 70MHz帯） 

±3×10－6以内（400MHz帯） 

工 場 製 作 完

了段階 

現 場 施 工 完

了段階 

  

ス ケ ル チ 感

度 

アンテナ接続部に発信

器 を 接 続 し て 確 認 す

る。 

10dB雑音抑圧入力以下で

開き、かつ20dB 雑音抑圧

入力電圧まで可変調整が

できること。 

工 場 製 作 完

了段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

３ 

テ
レ
メ
ー
タ
中
継
局
装
置
設
置
工 

２ 

中
継
局
装
置
調
整 

 

１ 

中
継
局
装
置 

必

須 

送信出力 

アンテナ接続部に電力

計を接続して送信出力

を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

送信周波数 

アンテナ接続部に測定

器を接続して送信周波

数を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

送 信 周 波 数

許容偏差 

上記、送信周波数測定

値より偏差値を算出し

確認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（400MHz

帯） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

ス プ リ ア ス

発射強度 

アンテナ接続部に測定

器を接続してスプリア

スを測定し確認する。 

（70MHz帯） 1mW以下、か

つ基本周波数の平均電力

より60dB以上低いこと。

ただし、送信電力1W以下

の場合は100μW以下。 

(400MHz 帯 )  2.5 μ W 以

下、ただし送信電力1W以

下の場合は25μW以下。 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

規格値は、帯域

外 領 域 に お け

る 不 要 発 射 強

度を示す。 

 

最 大 周 波 数

偏移 

アンテナ接続部に測定

器を接続して周波数を

測定し、測定値より偏

移 値 を 算 出 し 確 認 す

る。 

±5.0kHz以内（ 70MHz帯） 

±2.5kHz以内（400MHz帯） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

変調入力 

1kHz,70％ 変 調 時 の 入

力レベルを測定し確認

する。 

－4dBm±3dB以内 

（ 1kHz70 ％ ま で 直 線 、

70％変調時） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

受信感度 

受 信 部 に 受 信 周 波 数

（相当）信号を入力し

確認する。 

20dBNQ法で3dBμ以下 

（70MHz帯） 

12dBSINAD法で2μV以下 

（400MHz帯） 

工 場 製作 完了

段階 
  

局発周波数 

局発部に測定器を接続

して周波数を測定し確

認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（400MHz

帯） 

工 場 製作 完了

段階 
  

ス ケ ル チ 感

度 

アンテナ接続部に発信

器 を 接 続 し て 確 認 す

る。 

10dB雑音抑圧入力以下で

開き、かつ20dB 雑音抑圧

入力電圧まで可変調整が

できること。 

工 場 製作 完了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

国電通仕23号で

は[2μV以下]と

記載 

 

テレメータ監視

局装置と整合 
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第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

３ 

テ
レ
メ
ー
タ
中
継
局
装
置
設
置
工 

２ 

中
継
局
装
置
調
整 

 

１ 

中
継
局
装
置 

必

須 

ス プ リ ア ス

感度 

アンテナ接続部にスプ

リアス（相当）信号を入

力し確認する。 

－80dB以下（ 70MHz帯） 

－70dB以下（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

受 信 入 力 電

圧、 

Ｓ／Ｎ比 

アンテナ接続部及び受

信部に測定器を接続し

受信入力電圧及び 

S／N比を測定し確認す

る。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

送 信 機 入 力

レベル 

送信機入力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 出 力

レベル 

受信機出力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

通話機能 
対向先との通話機能を

確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

中継起動、停

止制御機能 

中継起動・停止、中継状

態表示機能を確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

故 障 検 出 機

能 
故障状態を確認する。 設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

表示機能 状態表示を確認する。 設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 切 離

し機能 
受信機状態を確認する。 設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

総 合 動 作 試

験 

上記の各機能項目が入

力元､配信先の各システ

ムと連携し、正しく機能

することを確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

３ 

テ
レ
メ
ー
タ
中
継
局
装
置
設
置
工 

２ 

中
継
局
装
置
調
整 

 

１ 

中
継
局
装
置 

必

須 

ス プ リ ア ス

感度 

アンテナ接続部にスプ

リアス（相当）信号を入

力し確認する。 

－80dB以下（ 70MHz帯） 

－70dB以下（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

受 信 入 力 電

圧、 

Ｓ／Ｎ比 

アンテナ接続部及び受

信部に測定器を接続し

受信入力電圧及び 

S／N比を測定し確認す

る。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

送 信 機 入 力

レベル 

送信機入力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 出 力

レベル 

受信機出力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

消 費 電 流 測

定 

装置の消費電流を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

通話機能 
対向先との通話機能を

確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

中継起動、停

止制御機能 

中継起動・停止、中継状

態表示機能を確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

故 障 検 出 機

能 
故障状態を確認する。 設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

表示機能 状態表示を確認する。 設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 切 離

し機能 
受信機状態を確認する。 設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

総 合 動 作 試

験 

上記の各機能項目が入

力元､配信先の各システ

ムと連携し、正しく機能

することを確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

国電通仕21号,27

号,54号では「消

費電流」と規定 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

４ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置
設
置
工 

２ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置
調
整 

 

１ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置 

必

須 

送信出力 

アンテナ接続部に電力

計を接続して送信出力

を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

送信周波数 

アンテナ接続部に測定

器を接続して送信周波

数を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

送 信 周 波 数

許容偏差 

上記、送信周波数測定

値より偏差値を算出し

確認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（ 400MHz

帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

ス プ リ ア ス

発射強度 

アンテナ接続部に測定

器を接続してスプリア

スを測定し確認する。 

（70MHz帯） 1mW以下、か

つ基本周波数の平均電力

より60dB以上低いこと。

ただし、送信電力1W以下

の場合は100μW以下。 

(400MHz 帯 )  2.5 μ W 以

下、ただし送信電力1W以

下の場合は25μW以下。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

規格値は、帯域

外 領 域 に お け

る 不 要 発 射 強

度を示す。 

 

最 大 周 波 数

偏移 

アンテナ接続部に測定

器を接続して周波数を

測定し、測定値より偏

移 値 を 算 出 し 確 認 す

る。 

±5.0kHz以内（ 70MHz帯） 

±2.5kHz以内（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

変調入力 

1kHz,70 ％ 変 調 時 の 入

力レベルを測定し確認

する。 

－4dBm±3dB以内 

（ 1kHz,70％ま で直線、

70％変調時） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受信感度 

受 信 部 に 受 信 周 波 数

（相当）信号を入力し

確認する。 

20dBNQ法で3dBμ以下 

（70MHz帯） 

12dBSINAD法で2dBμ以下 

（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

局発周波数 

局発部に測定器を接続

して周波数を測定し確

認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（ 400MHz

帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

ス ケ ル チ 感

度 

アンテナ接続部に発信

器 を 接 続 し て 確 認 す

る。 

10dB雑音抑圧入力以下で

開き、かつ20dB 雑音抑圧

入力電圧まで可変調整が

できること。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

４ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置
設
置
工 

２ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置
調
整 

 

１ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置 

必

須 

送信出力 

アンテナ接続部に電力

計を接続して送信出力

を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

送信周波数 

アンテナ接続部に測定

器を接続して送信周波

数を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

送 信 周 波 数

許容偏差 

上記、送信周波数測定

値より偏差値を算出し

確認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（ 400MHz

帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

ス プ リ ア ス

発射強度 

アンテナ接続部に測定

器を接続してスプリア

スを測定し確認する。 

（70MHz帯） 1mW以下、か

つ基本周波数の平均電力

より60dB以上低いこと。

ただし、送信電力1W以下

の場合は100μW以下。 

(400MHz 帯 )  2.5 μ W 以

下、ただし送信電力1W以

下の場合は25μW以下。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

規格値は、帯域

外 領 域 に お け

る 不 要 発 射 強

度を示す。 

 

最 大 周 波 数

偏移 

アンテナ接続部に測定

器を接続して周波数を

測定し、測定値より偏

移 値 を 算 出 し 確 認 す

る。 

±5.0kHz以内（ 70MHz帯） 

±2.5kHz以内（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

変調入力 

1kHz,70 ％ 変 調 時 の 入

力レベルを測定し確認

する。 

－4dBm±3dB以内 

（ 1kHz,70％ま で直線、

70％変調時） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受信感度 

受 信 部 に 受 信 周 波 数

（相当）信号を入力し

確認する。 

20dBNQ法で3dBμ以下 

（70MHz帯） 

12dBSINAD法で2μV以下 

（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

局発周波数 

局発部に測定器を接続

して周波数を測定し確

認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（ 400MHz

帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

ス ケ ル チ 感

度 

アンテナ接続部に発信

器 を 接 続 し て 確 認 す

る。 

10dB雑音抑圧入力以下で

開き、かつ20dB 雑音抑圧

入力電圧まで可変調整が

できること。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

国電通仕23号で

は[2μV以下]と

記載 

 

テレメータ監視

局装置と整合 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

４ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置
設
置
工 

２ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置
調
整 

 

１ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置 

必

須 

ス プ リ ア ス

感度 

アンテナ接続部にスプ

リアス（相当）信号を入

力し確認する。 

－80dB以下（ 70MHz帯） 

－70dB以下（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

受 信 入 力 電

圧、 

S／N比 

アンテナ接続部及び受

信部に測定器を接続し

受信入力電圧及びS／N

比を測定し確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

送 信 機 入 力

レベル 

送信機入力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 出 力

レベル 

受信機出力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 

 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

通話機能 
対向先との通話機能を

確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

総 合 動 作 試

験 

雨量ます、その他のデー

タ入力を行い、総合動作

確認をする。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5章 テレメータ設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

５ 

テ
レ
メ
ー
タ
設
備 

４ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置
設
置
工 

２ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置
調
整 

 

１ 

テ
レ
メ
ー
タ
観
測
局
装
置 

必

須 

ス プ リ ア ス

感度 

アンテナ接続部にスプ

リアス（相当）信号を入

力し確認する。 

－80dB以下（ 70MHz帯） 

－70dB以下（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

受 信 入 力 電

圧、 

S／N比 

アンテナ接続部及び受

信部に測定器を接続し

受信入力電圧及びS／N

比を測定し確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

送 信 機 入 力

レベル 

送信機入力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 出 力

レベル 

受信機出力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

消 費 電 流 測

定 

装置の消費電流を確認

する。 

 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

通話機能 
対向先との通話機能を

確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

総 合 動 作 試

験 

雨量ます、その他のデー

タ入力を行い、総合動作

確認をする。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

国電通仕21号,27

号,54号では「消

費電流」と規定 
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第6章 放流警報設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

６ 

放
流
警
報
設
備 

２ 

放
流
警
報
制
御
監
視
局
装
置
設
置
工 

２ 

放
流
警
報
監
視
局
装
置
調
整 

 

１ 

放
流
警
報
監
視
局
装
置 

必

須 

送信出力 

アンテナ接続部に電力

計を接続して送信出力

を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

送信周波数 

アンテナ接続部に測定

器を接続して送信周波

数を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

送 信 周 波 数

許容偏差 

上記、送信周波数測定

値より偏差値を算出し

確認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（ 400MHz

帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

ス プ リ ア ス

発射強度 

アンテナ接続部に測定

器を接続してスプリア

スを測定し確認する。 

（70MHz帯） 1mW以下、か

つ基本周波数の平均電力

より60dB以上低いこと。

ただし、送信電力1W以下

の場合は100μW以下。 

(400MHz 帯 )  2.5 μ W 以

下、ただし送信電力1W以

下の場合は25μW以下。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

規格値は、帯域

外 領 域 に お け

る 不 要 発 射 強

度を示す。 

 

最 大 周 波 数

偏移 

アンテナ接続部に測定

器を接続して周波数を

測定し偏移値を算出し

確認する。 

±5.0kHz以内（ 70MHz帯） 

±2.5kHz以内（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

変調入力 

1kHz,70 ％ 変 調 時 の 入

力レベルを測定し確認

する。 

－4dBm±3dB以内 

（ 1kHz,70％まで直線、

70％変調時） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受信感度 

受 信 部 に 受 信 周 波 数

（相当）信号を入力し

確認する。 

20dBNQ法で3dBμ以下 

（70MHz帯） 

12dBSINAD法で2dBμ以下 

（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

局発周波数 

局発部に測定器を接続

して周波数を測定し確

認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（ 400MHz

帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

ス ケ ル チ 感

度 

アンテナ接続部に発信

器 を 接 続 し て 確 認 す

る。 

10dB雑音抑圧入力以下で

開き、かつ20dB雑音抑圧

入力電圧まで可変調整が

できること。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6章 放流警報設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

６ 

放
流
警
報
設
備 

２ 

放
流
警
報
制
御
監
視
局
装
置
設
置
工 

２ 

放
流
警
報
監
視
局
装
置
調
整 

 

１ 

放
流
警
報
監
視
局
装
置 

必

須 

送信出力 

アンテナ接続部に電力

計を接続して送信出力

を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

送信周波数 

アンテナ接続部に測定

器を接続して送信周波

数を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

送 信 周 波 数

許容偏差 

上記、送信周波数測定

値より偏差値を算出し

確認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（ 400MHz

帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

ス プ リ ア ス

発射強度 

アンテナ接続部に測定

器を接続してスプリア

スを測定し確認する。 

（70MHz帯） 1mW以下、か

つ基本周波数の平均電力

より60dB以上低いこと。

ただし、送信電力1W以下

の場合は100μW以下。 

(400MHz 帯 )  2.5 μ W 以

下、ただし送信電力1W以

下の場合は25μW以下。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

規格値は、帯域

外 領 域 に お け

る 不 要 発 射 強

度を示す。 

 

最 大 周 波 数

偏移 

アンテナ接続部に測定

器を接続して周波数を

測定し偏移値を算出し

確認する。 

±5.0kHz以内（ 70MHz帯） 

±2.5kHz以内（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

変調入力 

1kHz,70 ％ 変 調 時 の 入

力レベルを測定し確認

する。 

－4dBm±3dB以内 

（ 1kHz,70％まで直線、

70％変調時） 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受信感度 

受 信 部 に 受 信 周 波 数

（相当）信号を入力し

確認する。 

20dBNQ法で3dBμ以下 

（70MHz帯） 

12dBSINAD法で2μV以下 

（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

局発周波数 

局発部に測定器を接続

して周波数を測定し確

認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（ 400MHz

帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

ス ケ ル チ 感

度 

アンテナ接続部に発信

器 を 接 続 し て 確 認 す

る。 

10dB雑音抑圧入力以下で

開き、かつ20dB雑音抑圧

入力電圧まで可変調整が

できること。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

国電通仕23号で

は[2μV以下]と

記載 

 

テレメータ監視

局装置と整合 
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第6章 放流警報設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

６ 

放
流
警
報
設
備 

２ 

放
流
警
報
制
御
監
視
局
装
置
設
置
工 

２ 

放
流
警
報
監
視
局
装
置
調
整 

  

１ 

放
流
警
報
監
視
局
装
置 

必

須 

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

警 報 動 作 機

能 

制御時、警報動作機能を

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

監 視 表 示 機

能 

制御時、監視表示機能を

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

印字機能 
印字が正常に出力され

ることを確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

各 項 目 制 御

機能 

各項目制御機能を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

総 合 動 作 試

験 

上記の各機能項目が入

力元、配信先の各システ

ムと連携し、正しく機能

することを確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6章 放流警報設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

６ 

放
流
警
報
設
備 

２ 

放
流
警
報
制
御
監
視
局
装
置
設
置
工 

２ 

放
流
警
報
監
視
局
装
置
調
整 

  

１ 

放
流
警
報
監
視
局
装
置 

必

須 

消 費 電 流 測

定 

装置の消費電流を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

警 報 動 作 機

能 

制御時、警報動作機能を

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

監 視 表 示 機

能 

制御時、監視表示機能を

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

印字機能 
印字が正常に出力され

ることを確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

各 項 目 制 御

機能 

各項目制御機能を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

総 合 動 作 試

験 

上記の各機能項目が入

力元、配信先の各システ

ムと連携し、正しく機能

することを確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

国電通仕21号,27

号,54号では「消

費電流」と規定 
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第6章 放流警報設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

６ 

放
流
警
報
設
備 

４ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置
設
置
工 

２ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置
調
整 

 

１ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置 

必

須 

送信出力 

アンテナ接続部に電力

計を接続して送信出力

を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

送信周波数 

アンテナ接続部に測定

器を接続して送信周波

数を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

送 信 周 波 数

許容偏差 

上記、送信周波数測定

値より偏差値を算出し

確認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（400MHz

帯） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

ス プ リ ア ス

発射強度 

アンテナ接続部に測定

器を接続してスプリア

スを測定し確認する。 

（70MHz帯） 1mW以下、か

つ基本周波数の平均電力

より60dB以上低いこと。

ただし、送信電力1W以下

の場合は100μW以下。 

(400MHz 帯 )  2.5 μ W 以

下、ただし送信電力1W以

下の場合は25μW以下。 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

規格値は、帯域

外 領 域 に お け

る 不 要 発 射 強

度を示す。 

 

最 大 周 波 数

偏移 

アンテナ接続部に測定

器を接続して周波数を

測定し、偏移値を算出

し確認する。 

±5.0kHz以内（ 70MHz帯） 

±2.5kHz以内（400MHz帯） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

変調入力 

1kHz,70％ 変 調 時 の 入

力レベルを測定し確認

する。 

－4dBm±3dB以内 

（ 1kHz,70％まで直線、

70％変調時） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

受信感度 

受 信 部 に 受 信 周 波 数

（相当）信号を入力し

て確認する。 

20dBNQ法で3dBμ以下 

（70MHz帯） 

12dBSINAD法で2dBμ以下 

（400MHz帯） 

工 場 製作 完了

段階 
  

局発周波数 

局発部に測定器を接続

して周波数を測定し確

認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（400MHz

帯） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

ス ケ ル チ 感

度 

アンテナ接続部に発信

器 を 接 続 し て 確 認 す

る。 

10dB雑音抑圧入力以下で

開き、かつ20dB雑音抑圧

入力電圧まで可変調整が

できること。 

工 場 製作 完了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6章 放流警報設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

６ 

放
流
警
報
設
備 

４ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置
設
置
工 

２ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置
調
整 

 

１ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置 

必

須 

送信出力 

アンテナ接続部に電力

計を接続して送信出力

を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

送信周波数 

アンテナ接続部に測定

器を接続して送信周波

数を測定し確認する。 

設計図書による。 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

送 信 周 波 数

許容偏差 

上記、送信周波数測定

値より偏差値を算出し

確認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（400MHz

帯） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

ス プ リ ア ス

発射強度 

アンテナ接続部に測定

器を接続してスプリア

スを測定し確認する。 

（70MHz帯） 1mW以下、か

つ基本周波数の平均電力

より60dB以上低いこと。

ただし、送信電力1W以下

の場合は100μW以下。 

(400MHz 帯 )  2.5 μ W 以

下、ただし送信電力1W以

下の場合は25μW以下。 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

規格値は、帯域

外 領 域 に お け

る 不 要 発 射 強

度を示す。 

 

最 大 周 波 数

偏移 

アンテナ接続部に測定

器を接続して周波数を

測定し、偏移値を算出

し確認する。 

±5.0kHz以内（ 70MHz帯） 

±2.5kHz以内（400MHz帯） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

変調入力 

1kHz,70％ 変 調 時 の 入

力レベルを測定し確認

する。 

－4dBm±3dB以内 

（ 1kHz,70％まで直線、

70％変調時） 

工 場 製作 完了

段階 

現 場 施工 完了

段階 

  

受信感度 

受 信 部 に 受 信 周 波 数

（相当）信号を入力し

て確認する。 

20dBNQ法で3dBμ以下 

（70MHz帯） 

12dBSINAD法で2μV以下 

（400MHz帯） 

工 場 製作 完了

段階 
  

局発周波数 

局発部に測定器を接続

して周波数を測定し確

認する。 

±5×10－ 6以内（ 70MHz

帯） 

±3×10－ 6以内（400MHz

帯） 

工 場 製作 完了

段 
  

ス ケ ル チ 感

度 

アンテナ接続部に発信

器 を 接 続 し て 確 認 す

る。 

10dB雑音抑圧入力以下で

開き、かつ20dB雑音抑圧

入力電圧まで可変調整が

できること。 

工 場 製作 完了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

国電通仕23号で

は[2μV以下]と

記載 

 

テレメータ監視

局装置と整合 
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第6章 放流警報設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

６ 

放
流
警
報
設
備 

４ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置
設
置
工 

２ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置
調
整 

  

１ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置 

必

須 

ス プ リ ア ス

感度 

アンテナ接続部にスプ

リアス（相当）信号を入

力し確認する。 

－80dB以下（ 70MHz帯） 

－70dB以下（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

受 信 入 力 電

圧、 

S／N比 

アンテナ接続部及び受

信部に測定器を接続し

受信入力電圧及び 

S／N比を測定し確認す

る。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

送 信 機 入 力

レベル 

送信機入力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 出 力

レベル 

受信機出力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

通話機能 
対向先との通話機能を

確認する。 
設計図書による 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

サ イ レ ン 吹

鳴機能 

サイレン吹鳴動作を確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

擬 似 音 放 送

機能 

擬似音放送動作を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

音 声 放 送 起

動機能 

音声放送起動動作を確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

放 送 停 止 機

能 

放送停止動作を確認す

る。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

点検機能 点検動作を確認する。 設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

総 合 動 作 試

験 

上記の各機能項目が入

力元、配信先の各システ

ムと連携し、正しく機能

することを確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

第6章 放流警報設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

６ 

放
流
警
報
設
備 

４ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置
設
置
工 

２ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置
調
整 

  

１ 

放
流
警
報
警
報
局
装
置 

必

須 

ス プ リ ア ス

感度 

アンテナ接続部にスプ

リアス（相当）信号を入

力し確認する。 

－80dB以下（ 70MHz帯） 

－70dB以下（400MHz帯） 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

受 信 入 力 電

圧、 

S／N比 

アンテナ接続部及び受

信部に測定器を接続し

受信入力電圧及び 

S／N比を測定し確認す

る。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

送 信 機 入 力

レベル 

送信機入力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

受 信 機 出 力

レベル 

受信機出力レベルを測

定し確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

消 費 電 流 測

定 

装置の消費電流を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

通話機能 
対向先との通話機能を

確認する。 
設計図書による 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

サ イ レ ン 吹

鳴機能 

サイレン吹鳴動作を確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

擬 似 音 放 送

機能 

擬似音放送動作を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

音 声 放 送 起

動機能 

音声放送起動動作を確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

放 送 停 止 機

能 

放送停止動作を確認す

る。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

点検機能 点検動作を確認する。 設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

総 合 動 作 試

験 

上記の各機能項目が入

力元、配信先の各システ

ムと連携し、正しく機能

することを確認する。 

設計図書による。 
現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

国電通仕21号,27

号,54号では「消

費電流」と規定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 
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旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第15章 ラジオ再放送設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

２ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
設
置
工 

４ 

ラ
ジ
オ
受
信
装
置
調
整 

  

必

須 

電 源 電 圧 変

動 

入力電源電圧を変動さ

せて動作を確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

※ 汎 用 機 器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 
  

IF 出 力 周 波

数測定 

IF出力周波数を測定し

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

 

  

IF 出 力 レ ベ

ル測定 

IF出力レベルを測定し

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

 

  

受 信 AF 出 力

測定 

受信AF出力を測定し確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

 

  

受 信 RF レ ベ

ル測定 

受信RFレベルを測定し

確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工完 了

段階 
  

６ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
調
整 

 

必

須 

電 源 電 圧 変

動 

入力電源電圧を変動さ

せて動作を確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

※ 汎 用 機 器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 
  

送 信 周 波 数

測定 

送信周波数を測定し確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

送 信 出 力 測

定 

送信出力を測定し確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

ス プ リ ア ス

抑圧比測定 

スプリアス抑圧比を測

定し確認する。 

AM 基本波に対し30dB以

上低いこと。 

FM  設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

AM：電波法第62

条による。 
 

監 視 表 示 処

理 

機器監視試験にて確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

割 込 放 送 操

作処理 

割込放送操作にて確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

割 込 機 能 あ り

の場合 
 

モ ニ タ 操 作

処理 

モニタ操作にて確認す

る。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

自 動 割 込 放

送処理 

自動項目の発生にて確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

割 込 機 能 あ り

の場合 
 

一 括 故 障 出

力処理 

故障項目の発生にて確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

 

 

 

第15章 ラジオ再放送設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

２ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
設
置
工 

４ 

ラ
ジ
オ
受
信
装
置
調
整 

  

必

須 

電 源 電 圧 変

動 

入力電源電圧を変動さ

せて動作を確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

※ 汎 用 機 器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 
  

IF 出 力 周 波

数測定 

IF出力周波数を測定し

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

 

  

IF 出 力 レ ベ

ル測定 

IF出力レベルを測定し

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

 

  

受 信 AF 出 力

測定 

受信AF出力を測定し確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

 

  

受 信 RF レ ベ

ル測定 

受信RFレベルを測定し

確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工完 了

段階 
  

６ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
調
整 

 

必

須 

電 源 電 圧 変

動 

入力電源電圧を変動さ

せて動作を確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

※ 汎 用 機 器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 
  

送 信 周 波 数

測定 

送信周波数を測定し確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

送 信 出 力 測

定 

送信出力を測定し確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

ス プ リ ア ス

抑圧比測定 

スプリアス抑圧比を測

定し確認する。 

AM 基本波に対し30dB以

上低いこと。 

FM  設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

AM：無線設備規

則 第 62 条 に よ

る。 

 

監 視 表 示 処

理 

機器監視試験にて確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

割 込 放 送 操

作処理 

割込放送操作にて確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

割 込 機 能 あ り

の場合 
 

モ ニ タ 操 作

処理 

モニタ操作にて確認す

る。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

自 動 割 込 放

送処理 

自動項目の発生にて確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

割 込 機 能 あ り

の場合 
 

一 括 故 障 出

力処理 

故障項目の発生にて確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作完 了

段階 

現 場 施 工完 了

段階 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-15 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

第15章 ラジオ再放送設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験

成績

表等

によ

る確

認 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

２ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
設
置
工 

 

 

 （新規追加）     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

監
視
装
置(

事
務
所)

調
整 

 

１ 

放
送
制
御
装
置 

必

須 

電 源 電 圧 変

動 

入力電源電圧を変動さ

せて動作を確認する。 
設計図書による。 

工場製作完了

段階 

※ 汎 用 機 器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工場製作完了

段階 
  

通信処理 
機能試験項目の伝送で

確認する。 
設計図書による。 

工場製作完了

段階 
  

モ ニ タ 操 作

処理 

モニタ操作にて確認す

る。 
設計図書による。 

工場製作完了

段階 

現場施工完了

段階 

  

警 報 判 定 処

理 

警報項目の発生にて確

認する。 
設計図書による。 

工場製作完了

段階 

現場施工完了

段階 

  

フ ァ イ ル 処

理 

蓄積データにて確認す

る。 
設計図書による。 

工場製作完了

段階 
  

２ 

放
送
端
末
装
置 

必

須 

監 視 表 示 画

面 

機器監視試験にて確認

する。 
設計図書による。 

工場製作完了

段階 

現場施工完了

段階 

  

モ ニ タ 操 作

画面 

放送モニタ操作にて確

認する。 
設計図書による。 

工場製作完了

段階 

現場施工完了

段階 

  

履 歴 表 示 画

面 

監視履歴表示にて確認

する。 
設計図書による。 

工場製作完了

段階 

現場施工完了

段階 

  

12 

総
合

調
整 

 

必

須 

監視試験 
中央－現場間の機器監

視試験にて確認する。 
設計図書による。 

現場施工完了

段階 
  

モニタ試験 
中央－現場間のモニタ

試験にて確認する。 
設計図書による。 

現場施工完了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

第15章 ラジオ再放送設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

５ 

通
信
設
備
編 

15 

ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備 

２ 

ラ
ジ
オ
再
放
送
装
置
設
置
工 

８ 

ト
ン
ネ
ル
電
界
強
度
測
定 

 

必

須 

電 界 強 度 測

定 

トンネル内で電界強度

を測定し確認する 

Ａ Ｍ ： 所 要 電 界 強 度

60dBuV/m（平均値） 

 

ＦＭ：所要電界強度30～

54dBuV/m（平均値、漏洩同

軸ケーブルから3m離れた

地点の電界） 

 

現 場 施 工 完 了

段階 

 

 

 

 

 

11 

監
視
装
置(

事
務
所)

調
整 

 

１ 

放
送
制
御
装
置 

必

須 

電 源 電 圧 変

動 

入力電源電圧を変動さ

せて動作を確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

※ 汎 用 機 器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

通信処理 
機能試験項目の伝送で

確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

モ ニ タ 操 作

処理 

モニタ操作にて確認す

る。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

警 報 判 定 処

理 

警報項目の発生にて確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

フ ァ イ ル 処

理 

蓄積データにて確認す

る。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

２ 

放
送
端
末
装
置 

必

須 

監 視 表 示 画

面 

機器監視試験にて確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

モ ニ タ 操 作

画面 

放送モニタ操作にて確

認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

履 歴 表 示 画

面 

監視履歴表示にて確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

12 

総
合

調
整 

 

必

須 

監視試験 
中央－現場間の機器監

視試験にて確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

モニタ試験 
中央－現場間のモニタ

試験にて確認する。 
設計図書による。 

現 場 施 工 完 了

段階 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電界強度測定を

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電気通信設備工事施工管理基準及び規格値（案） 新旧対照表 

1-16 

旧 令和２年版 新 令和３年版     朱書き修正 改定主旨・根拠 

【電子応用編】 

第5章 河川情報設備 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

５ 

河
川
情
報
設
備 

２ 

河
川
情
報
中
枢
局
装
置
設
置
工 

２ 

河
川
情
報
中
枢
局
装
置
調
整 

 

必

須 

電 源 電 圧 変

動 

入力電源電圧を変化さ

せ確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

※ 汎 用 機 器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

入力機能 

収集方路毎に所定のデ

ー タ 項 目 を 正 し く 受

信、入力編集を行って

いるかを、入力元通信

記録、当該システム通

信記録、データベース

格納結果などを照合す

る こ と に よ り 確 認 す

る。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

演算機能 

演算項目毎に、所定の

演算値、警報判定結果

を得られるかを、当該

システム通信記録、デ

ータベースの格納結果

などにより確認する。 

設計図書による 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

データ蓄積・

保存機能 

所定のデータ項目を所

定の保存期間蓄積・保

存できることを確認す

る。 

設計図書による 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

配信機能 

配信方路毎に所定のデ

ータ項目を正しく出力

編集、配信しているか

を、データベース格納

結果、当該システム通

信記録、配信先通信記

録などの照合により確

認する。 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

周 辺 機 器 出

力機能 

出力機器毎に所定のデ

ータ項目を正しく出力

しているかを、通信記

録，周辺機器の表示結

果などの照合により確

認する。 

設計図書による 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

※ 汎 用 機 器 を

除く 
 

情 報 提 供 機

能 

所定の情報画面、帳票

が、正しい様式で表示、

出力されることを確認

する。 

 

設計図書による 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

※ 汎 用 機 器 を

除く 
 

総 合 動 作 試

験 

上記の各機能項目が入

力元、配信先の各シス

テムと連携し、正定時

毎に正しく機能するこ

とを確認する。 

 

 

 

 

設計図書による 
現 場 施 工 完 了

段階 

※ 汎 用 機 器 を

除く 
 

 
 

【電子応用編】 

第5章 統一河川情報システム 

品質管理基準及び規格値 

編 章 節 
種
別 

細
別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

試験成

績表等

による

確認 

６ 

電
子
応
用
設
備
編 

５ 

統
一
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム 

２ 

統
一
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
装
置
設
置
工 

２ 

統
一
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
装
置
調
整 

共

通 

必

須 

電 源 電 圧 変

動 

入力電源電圧を変化さ

せ確認する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

※ 汎 用 機 器

（PC・ｻｰﾊﾞｰ類・

ﾓﾆﾀ等）を除く 

 

消 費 電 力 測

定 

装置の消費電力を確認

する。 
設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 
  

機

能 

必

須 

伝 送 系 Ｔ Ｍ

機能 

収集方路毎に所定のデ

ー タ 項 目 を 正 し く 受

信、演算処理を実施し

たのち、配信方路毎に

所定のデータ項目を正

しく出力しているか確

認する。 

 

 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

伝 送 系 Ｒ Ｄ

機能 

国土交通省、気象庁Ｒ

Ｄを収集し、配信方路

からの要求に基づき配

信 す る こ と を 確 認 す

る。 

 

設計図書による 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

定 数 管 理 機

能 

定数マスター装置から

必要な定数を取得し、

各装置へ提供できるこ

と。 

設計図書による 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

運 用 管 理 機

能 

所定の情報画面を正し

く表示できるほか、閉

局操作が正しく行える

こと。 

 

 

 

 

設計図書による。 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

編集系機能 

伝送系より受信したデ

ータを内部データベー

スへ蓄積できること。 

 

 

 

設計図書による 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

表示系機能 

編集系の内部データベ

ースを参照し、所定の

情報画面を正しい様式

で表示されることを確

認する。 

設計図書による 

工 場 製 作 完 了

段階 

現 場 施 工 完 了

段階 

  

総
合
調
整 

 

 
総 合 動 作 試

験 

伝送系が収集・演算・配

信したデータが、運用

管理機能、表示機能で

正しく表示されること

を確認する。また、定数

管理系が提供する定数

情報を各機能が正しく

受領し、機能反映でき

ることを確認する。 

設計図書による 

工 場 製 作 完 了

段階※2 

現 場 施 工 完 了

段階 

※2 

シ ス テ ム の 一

部 機 器 の み 製

作 の 場 合 は 除

く 

 

 
 

 

工事共通仕様書

と名称整合 

 

試験項目につい

て統一河川情報

システムの機能

に合わせて修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


